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西都市教育委員会では、平成10年度から平成15年度まで、農業基盤改良事業 (た ばこ耕作天

地返し)に伴う発掘調査を実施いたしました。本書は、その発掘調査の本報告であります。

今回の調査では、寺原地区において、大集落跡の存在が想定される古墳時代前半を中心にし

た竪負式住居跡群が検出されました。また、弥生時代後期から終末期の竪穴式住居跡が各地点

から検出されたのに加え、中世の掘立柱建物跡群等も検出することができました。さらに、縄

文時代早期の遺構・遺物も検出され、古い時代から生活の適地として利用されていたことを再

確認することができました。

いずれにしても、これらは貴重な発見であり、少しずつではありますが西都原の謎を解く資

料が得られ、大きな成果をあげることができました。

本報告が考古学の研究のみでなく、社会教育や学校教育の面にも広 く活用されるとともに、

埋蔵文化財に対する理解と認識を深めるための資料となれば幸いと存じます。

なお、調査にあたつてご指導・ご協力をいただいた方々をはじめ、発掘調査・整理作業にた

ずさわつたいただいた方々、並びに地元の方々に衷心から感謝申し上げます。

平成18年 3月 31日

西都市教育委員会

教育長 三 ケ 尻  茂 樹
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第 I章 序 説

第 1節 調査 に至 る経緯
西都市は、県内でも指折りのたばこ等の生産地であるが、長年の作付けにより土地が弱り、病気も

多くなつていることから、天地返しをする地域が増えてきている。すでに、都於郡の長園、三財の小

豆野原台地等では実施され、品質的・生産的のもかなり向上してきている。

しかし、天地返しをすることよつて地下遺構に与える影響は大きく、遺跡の消滅が懸念されている。

このような中、西都原台地にもその波が及ぶこととなり、たばこ耕作組合と埋蔵文化財の現状保存に

ついて協議を重ねたが、生産者の生活権等を考慮すると、現状を保存するということは困難であると

判断し、遺構 。遺物が検出された場合には、現状保存を前提とした協議をすること等を条件に、確認

調査及び本調査を実施することとなった。

第 2節 調査 の体 制
○平成10年度

調 査 主 体   教
社

同

同

同

調 査 員   同
調査指導員   日
○平成11年度

調 査 主 体   教
社

同

同

同

調 査 員   同
調査指導員   日
○平成12年度

調 査 主 体   教
文

同

同

同

同

調 査 員   同

調査指導員   日

高 正 晴 (西都原古墳研究所長 )

育   長
会 教 育 課 長

文化財主事

主 事 補
主 事 補
文化財係長

育  長
会 教 育 課 長

文化財主事

主   事
主 事 補
文化財係長

育  長
化 課 課 長

補   佐
主   事
主   事
主 事 補
係   長

菊 池 彬 文

佐々木 美 徳
日 高 憲 一

窒 瀬 明 宏

長 友 英 樹

蓑 方 政 幾

菊 池 彬 文

阿 万 定 治

日 高 憲 一

窒 瀬 明 宏

土 持 留 理

蓑 方 政 幾

菊 池 彬 文

阿 万 定 治

奥 野 拓 美

鹿 嶋 修 一

笙 瀬 明 宏

土 持 留 理

蓑 方 政 幾

高 正 晴 (西都原古墳研究所長 )

高 正 晴 (西都原古墳研究所長 )

一

-1-一



○平成13年度

調 査 主 体

調 査 員
調査指導員

O平成14年度

調 査 主 体

調 査 員
調査指導員

○平成15年度

調 査 主体

調 査 員
調査指導員

教  育  長  菊 池 彬 文
文 化 課 課 長  阿 万 定 治
同  補  佐  奥 野 拓 美
同 主  事  鹿 嶋 修 一

同 主  事  窒 瀬 明 宏
同  主 事 補  津 曲 大 祐
同  係  長  蓑 方 政 幾
日 高 正 晴 (西都原古墳研究所長)

教  育  長  黒 木 康 郎
文 化 課 課 長  阿 万 定 治
同  補  佐  奥 野 拓 美
同 主  事  鹿 嶋 修 一
同 主  事  窒 瀬 明 宏
同  主 事 補  津 曲 大 祐
同  係  長  蓑 方 政 幾
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第 H章 遺跡の位置と歴史的環境

第 1節 概 要
西都市街地の西方には、標高50～ 80mの通称西都原と呼ばれる台地がある。その台地東側には標高

20～30mの南北に延びた中間台地があり、さらに、その下には沖積平野が広がつている。

この西都原台地を中心にした地域には、陵墓参考地として治定されている男狭穂塚
。女狭穂塚の巨

大古墳をはじめ、前方後円墳30基、方墳 1基、円墳278基で構成された特別史跡・西都原古墳群が分

布している。また、南九州独自の墓性である地下式横穴墓が現在までに12基、横穴墓と地下式横穴墓

の折衷型とされるタイプの酒元ノ上横穴墓も確認されている。

このように西都原台地上には数多くの古墳が所在しているが、諸各種開発等に伴う調査の結果、古

来から生活が営まれたことが確認されている。縄文時代としては、台地北東端の新立遺跡をはじめ、

2号小道路・E区 。23支線道路 (国場整備に伴う発掘調査)んミあり、集石遺構に共伴して縄文土器等

が出上している。弥生時代としては、寺原第 1遺跡(2号小道路・8号・33号支線 (圃場整備に伴う

発掘調査)・ 西都原遺跡があり、竪穴式住居跡等が検出されているが、その他弥生時代終末から古墳

時代初頭の集落群跡が新立遺跡で確認されている。古墳時代としては、27号支線道路 (圃場整備に伴

う発掘調査)か ら21軒 もの竪穴式住居跡が検出され、古墳時代初頭には現寺原集落の南側に大集落跡

の存在が確認された。古墳時代以降の遺跡としては3号・34号支線道路 (圃場整備に伴う発掘調査 )

等がある。

西都原台地東側の中間台地には、 5世紀初頭頃の集落跡が確認された酒元遺跡をはじめ、北側の寺

崎地区には日向国府跡 (国指定史跡 )、 南側には日向国分寺跡 (県指定史跡)や 日向国分尼寺跡 (推

定)な どが所在している。

第 2節 本 報 告 に関連 す る主 な遺跡
1.寺原第 1遺跡 (昭和58年度 )

本調査は、個人住宅建築に伴い実施した発掘調査で、

西都原台地南西部に位置する寺原集落内から確認された。

東西5,8m、 南北は北辺で6.Om、 南辺5.2mで多少

歪みを持つた方形状プランの竪穴式住居跡である。特

徴的なのは東辺と西辺の中央部に突出壁を有している

ことで、長さ約0.8m。 幅0,75mの舌状を呈している。

検出面はアカホヤ火山灰層で、主柱は4本、床面は平

坦である。

この突出壁を有する竪穴式住居跡は、当時、「日向

型間仕切 り住居跡」や 「花弁状住居跡」などの特殊な

ものも含め、日向地方の住居跡としては変化に富み、

形態も極めて特異な住居跡として注目されていた。

時期的には、共伴遺物等から弥生時代後期か終末期

頃に比定されている。

ー

図 1 寺原第 1遺跡住居跡実測図
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2.新 立遺跡 (平成 3年度 )
市営墓地造成工事に伴い実施した発掘調査で、縄文時代早期の集石遺構をはじめ弥生時代終末から

古墳時代初頭の竪穴式住居跡・円形土坑・方形土坑・掘立柱建物跡等を検出した。

集石遺構は、掘込みを有するタイプと有しないタイプに分かれる。礫はほとんどが角礫で構成され、

無規則に集積されている。共伴遺物は、ほとんどが無文土器で、その他貝殻条痕文系土器や石鏃等が

出上している。

竪穴式住居跡は、 1号住居跡のみ不整形の円形プランで、その他は四隅のうち一隅がせ り出すか台

形に近い方形プランを呈し、張 り出しを有するものも含まれている。中でも、 2号住居跡は、長軸

3.18m・ 短軸2.67mの小さなものであるが、多種多様の上器が多量に出上した。口縁部断面が凸字状

で、櫛描波状文が施された二重口縁の装飾高邦や胴部が球状を呈した大型壺や ミニチェア土器等バラ

エティーに富んでいる。また、10号住居跡は、本遺跡最大のもので、長軸7.15m・ 短軸6,70mを 測る。

住居跡内からは、推定器高1,00m前後で、櫛描波状文が施され、二重口縁を呈し、胴部の最大径を上

位にもつスマー トな大型重をはじめ、甕・鉢等が出上している。

掘立柱建物跡は、 2間 ×3間で、主軸の方向はN-65° 一W、 桁行 (NS)ll.40m・ 梁行 (EW)

7.50mを 測る。

その他、土坑については、共伴遺物が極端に少なく、時期的なことなど不明な点が多い。

いずれにしても、弥生時代終末から古墳時代初頭の竪穴式住居跡が検出されたことは、これまで不

明な点が多かつた同時代における人々の生活の様子を知り得る貴重な資料となった。

B~

図 2 新立遺跡遺構分布図 (1/1,000)
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3.西都原地区遺跡 (平成 5年度～ 7年度 )
図 3 新立遺跡 2号住居跡・出土遺物実測図

平成 5年度から7年度まで実施された県営農村基盤総合整備パイロット事業 (尾鈴地区西都原工区)

に伴い行った発掘調査である。西都原台地の北側が I工区、中央部がII工区、南側がⅢ工区で、道路

部分と造成工事によって地下遺構に影響を及ぼす部分が対象となった。

(1)I工 区
1号支線道路 (平成6年度)

アカホヤ火山灰下層の黒褐色土から縄文土器が多量に出上した。今回調査した第14地点の東側に位

置している道路部分にあたる。遺構は検出できなかつたが、貝殻条痕文系土器や無文土器が主体を成

している。その他、敲石・石鏃・打製石斧などの石器が出土している。

2号小道路 (平成6年度)

縄文時代早期の集石遺構1基をはじめ、弥生時代中期の竪穴式住居跡1軒・土坑1基等を検出した。

中でも、土坑は多量の土器片が混入した土器溜りで、長軸1.64m・ 短軸1.47m、 検出面からの深さ

0,38mを 測る。主体を成しているのは甕形土器や壷形土器で、高邪や鉢形土器等約500点が出上した。

甕形土器は、口縁部が逆 「L」 字状を呈したものや刻目突帯を有するもの、壼形土器は鋤先状口縁の

ものなどが出上している。今回の第65地点の北側に隣接した道路部分にあたる。

巴

彰

帝  ´

祠 F

▽

ヤ
″

む毎勇4≦

誦 尋≦
出土遺物実測図 (1/120。 1/12)

＼
図 4 西都原地区遺跡 2号打ヽ道路SAl・
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(2)H工 区
8号支線道路 (平成 6年度 )

陵墓の東側の東西に延びた道路が 8号支線道路で、弥生時代中期末と推定される竪穴式住居跡 3軒

等を検出した。

1号住居跡は、長軸 5。 20m・ 短軸4.70mの方形プランのもので、検出面からの深さ0.50mを測る。

床中央部から南東壁にかけて段差が見られる。主柱は2本で、幅約0,15m・ 深さ0.05mの 壁帯溝が施

されていた。弥生土器・磨製石鏃・砥石・石皿等が出上した。

2号住居跡は、長軸7.40m。 短軸5.80mの長方形プランのもので、北東隅は内側に入り込んでいる。

主柱は2本で、床面中央部から南壁にかけて浅い落ち込みがある。遺物はわずかで、弥生土器や磨製

石鏃等が出上している。

3号住居跡は、長軸5,10m。 短軸3.90mの長方形プランのものである。北東壁が外にやや張り出し、

南西壁がやや内側に入り込んでいる。床面中央部から南西壁にかけて 「L」 字状に約0.25m程低くな

り、周囲がベット状になっている。主柱は2本で、南西壁際に浅い落ち込みが見られる。遺物は石皿

が 1点出上したのみである。

6Ssm l

蒻    //)

図5 西都原地区遺跡 8号支線道路SAl～SA 3実測図 (1/400・ 1/120)

(3)Ⅲ工区

E区 (平成 5年度 )

西都原台地の南東、台地縁辺部で、今回の第65地点の西側に隣接した地区である (同畑地内)。 ア

カホヤ火山灰層は遺存しておらず、その下層の黒褐色土から縄文時代早期の集石遺構7基 と溝状遺構

2条を検出した。

集石遺構は、掘り込みを有するタイプと有しないタイプに分かれ、底面に配石を施しているものも

見られた。礫はいずれも角礫が多く、火を受け、赤く変色している。

遺物は、縄文土器がわずかに出上した。無文土器がほとんどで、貝殻条痕文系土器が若千含まれて

いる。
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図6 西都原地区遺跡 E区遺構分布図

27号支線道路 (平成 5年度・7年度 )

寺原地区のほぼ中央部、東西に延びた道路で、平成5年度の調査で14軒、平成7年度の調査で7軒

の総数21軒の竪穴式住居跡を検出した。いずれも、道路の拡幅部分のみの調査で、道路の部分につい

ては、今後の保存整備の中で取り組む方向で進めることとなったことから、現状維持のままで保存す

る工法で工事が実施された。

いずれにしても、幅1.60m～ 3.00m、 長さ127.Omの 範囲に重複して検出しており、周辺を含めた

地域には大集落跡の存在が想定される。

方形プラン及び長方形プランで、床中央部に掘り込みを有するもの、壁帯溝を有するもの、張り出

しを有するものなどがある。時期的には古墳時代初頭から前期後半まで、比較的短い期間存続した集

落であると推定される。
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図 7 西都原地区遺跡27号支線道路住居跡 。出土遺物実測図 (1/320・ 1/24・ 1/12)
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(5)39支線道路 (平成 5年度 )

39号支線道路は、29号支線道路の南側に位置する道路で、弥生時代後期後半の竪穴式住居跡を 1軒

した。長軸3,70m・ 短軸3.20m、 検出面からの深さ0.30mを測る方形プランのものである。主柱は2

本で、床中央には円形の窪みを有している。

遺物は、甕や櫛描波状文・ヘラ描きの鋸歯状文が施された二重口縁壺を含む壺形土器をはじめ、高

lTh等の弥生土器が出土している。

翻 説π層

て 魏

蠅7(| llFIT

ノ

♂

図 8 西都原地区遺跡39号支線道路SAl・ 出土遺物実測図 (1/120・ 1/8)

4.西都原遺跡 (平成 6年度 )
本調査は、市道拡幅工事に伴い実施した発掘調査で、竪穴式住居跡2軒 と地下式横穴墓 1基等を検

出した。

1号住居跡は、西辺と北辺に突出壁、南東

部には方形状の張 り出しを有する長方形プラ

ンのもので、長軸5.00m・ 短軸4.05m、 検出

面からの深さ0.25mを 測る。床面は平坦で、

主柱は2本である。 2号住居跡は、長軸5,57

m。 短軸5,05mの規模を有する方形プランの

もので、検出面からの深さ0,40mを 測る。床

面は平坦であるが、中央部が方形状に掘 り込

まれている。いずれも、弥生時代中期から後

期のものと推定される。

地下式横穴墓は、天丼が陥没したことから発見されたものである。平入りで、玄室の平面プランは

橋円形状を呈している。玄室は、長さ2.22m・ 幅2.70mの規模を有し、天丼はほとんどが崩落してい

るが、 ドーム状と思われる。遺物は須恵器不及び邦蓋、耳環 2個が頭部側から出上した。
5。 酒元遺跡 (昭和63年度 )

本調査は、市道新設工事に伴う発掘調査で、全長約130m。 幅約18mが対象になった。西都原台地

から東に舌状に突出した微高地の段丘上に位置している。

調査は、アカホヤ火山灰層を基本に遺構等の検出を行った。調査の結果、アカホヤ火山灰層面にて

』
＼
だ
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竪穴式住居跡6軒・土坑 7基・溝状遺構2条、アカホヤ火山灰下層 (アカホヤ火山灰層はすでに掘削)

にて集石遺構2基等を検出した。

この中で、竪穴式住居跡は、いずれも方形状プランを有し、規模的には最大のものが長軸5.67m・

短軸5.35m、 最小のものが長軸3.50m・ 短軸3.02mを 測る。共伴遺物は、土師器が主体で、広口壺・

鉢・甕・高不等が出上しているが、特に、高不が多く出土していることから、筆者は極めて信仰儀礼

的な生活が営まれていたと推察している。また、器形の特徴等から時期的には5世紀前半から中葉後

半頃に比定している。    .

彎

例

―

―

図 9 酒元遺跡遺構分布図 (1/500)
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第Ⅲ章 現況と調査区の設定

第 1節 現況
西都原地区遺跡については、これまでに圃場整備をはじめ駐車場整備や道路拡幅工事に伴う発掘調

査によって、縄文時代早期の集石遺構及び焼礫群、弥生時代中期から後期の竪穴式住居跡、古墳時代

初頭から前期の竪穴式住居跡、古墳時代の地下式横穴墓、さらには、横穴墓と地下式横穴墓との折哀

形として注目された古墳時代後期の墓道を有する横穴墓など各時代を通じた多種多様の遺構を検出し

ている。

これらは、位置的には、そのほとんどが西都原台地縁辺部に集中しており、台地中央部からは弥生

時代の竪穴式住居跡等が検出されているものの、遺構密度はかなり薄いことが判明している。また、

西都原台地上からは古墳の築造に関連した人々の遺構があまり確認されないことから、台地上特に御

陵墓の東側を中心とした地域は当時、古墳を築造する特別な空間、いわゆる聖域として認識していた

ものと想定した。

これら遺構のなかで横穴墓については、国の 「地方拠点史跡等総合整備事業」 (歴史ロマン再生事

業)のなかで保存・活用されることになり、「西都原古墳群遺構覆屋」が平成11年度に建設され、一

般公開されている。

なお、この事業は宮崎県教育委員会が主体となり、平成 7年度から進められているもので、これま

でに「鬼ノ窟古墳」をはじめ 「13号墳」 。「100号墳」 。「171号墳」 。「地下式4号墳」等の調査研

究及び保存整備が図られ、平成16年度の「宮崎県立西都原考古博物館」の完成で一応の事業完了とな

った。

現在は、宮崎県立西都原考古博物館が主体となり、これまでのように大規模ではないが、陵墓であ

る男狭穂塚の形態を特定するための地下レーダー探査や46号墳 。170号墳の確認調査等が年次的に進

められている。

このような中、平成 9年頃からたばこ耕作に伴う天地返しの波が西都原台地にも押し寄せ、それを、

西都たばこ耕作組合が取りまとめ、西都原台地における天地返しが大々的に行われることになり、総

数82地点もの確認及び本調査を実施することとなった。

西都原遺跡は、寺原・丸山 。原口・西都原遺跡の4遺跡を総称した呼称で、寺原遺跡は台地の南西

部で寺原集落を含む地域、原口遺跡はその南側で西都原運動公園の北側一帯を含む地域、丸山遺跡は

台地北部地域、西都原遺跡は台地中央部から南東部を含む地域である。

第 2節 調査区の設定
調査方法は、畑地の形状に合わせ、幅2mの トレンチを8～ 10m間隔に設定し、遺構・遺物の遺存

状況等の確認を行つた。そして、遺構・遺物等が確認された場合には、 トレンチをさらに拡幅及び増
設して詳細な調査を行った。この詳細なトレンチ調査によって確実に遺構であると判断した場合、あ

るいは同畑地内に広範囲に分布していると判断した場合には、地権者の方と現状保存について協議を

行い、それが困難なところ (地点)について本調査を実施した。

検出は、アカホヤ火山灰層面を基本に行った。また、アカホヤ火山灰下層の文化層については、各

トレンチ内に幅2m。 長さ2mのサブトレンチを設定して、遺構・遺物の遺存状況等の確認を行つた。
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第 3節 基本層序
今回の調査地点における層序はある程度一定しており以下のとおりで、第Ⅲ層に相当するアカホヤ

火山灰層が遺構検出面である。なお、アカホヤ火山灰層は、フワフワでしまりがなく、キメ細かい上

層と、少ししまりのある黄橙色の中層、そして、少しザラザラでしまりのある黒褐色部分の下層に細

分される。

遺構及び遺物はこのアカホヤ火山灰層面と、第Ⅳ層及び第V層 に相当する黒色土・黒褐色から縄文

時代早期の集石遺構や焼礫群等を検出することができた。

第 I層  耕作土
第 H層  黒色土 (ク ロボク)
第Ⅲ層  アカホヤ火山灰層 (上層)黄橙色 10YR8/8 しまりなし

アカホヤ火山灰層 (中層)黄橙色 10YR7/8 しまりなし

アカホヤ火山灰層 (下層)黒褐色 10YI諺″ しまりあり
第Ⅳ層  黒色± 10Y貶/1 しまりなし 白色・黒色・灰色の粒子

含む

第V層  黒褐色± 10YR3/2 しまりあり 自色・透明の粒子含む
第Ⅵ層  暗褐色± 10YR3/4 少ししまりあり 自色・透明の粒子

含む

第Ⅶ層  黄褐色±10YR5/4 にぶい黄褐色±10YR4/3 しまりあり
白色・橙色・透明・黒色粒子混入

第Ⅷ層  褐色± 10YR4/4し まりなし 白色・黄橙色・黒色粧子
混入

第Ⅸ層  にぶい黄褐色± 10YR5/4 しまりあり 自色・黄橙色・

灰色・透明の粒子多量混入

第X層  明黄褐色上 しまりあり 目が粗くザラザラ 自色・黄橙
色・灰色・透明の粒子多量混入

第� 層  黄橙色土 (AT)し まりなし きめ細かくザラザラ 白
色・黄橙色・灰色・透明の粒子多量混入

第XII層  にぶい黄褐色± 10YR5海  しまりあり 自色・黄橙色・

灰色・透明の粒子多量混入

第411層  灰黄褐色± 10YR4/2 しまりあり 自色・灰色粒子混入
第� r層  橙色± 7.5YR6/8 しまりあり 黒色・褐色・灰色の粒

子混入

第DS/層  黄橙色± 7.5YR7/8 しまりあり 黒色・灰色・白色の
粒子多量混入 キメ荒くザラザラ

図11 基本層序図
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西都原運動公園
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第 3古墳群
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番号～調査地点番号

図12 西都原地区遺跡調査区域 (地点)図 (1/15,000)
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西都原運動公園
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▲ ～土墳墓 (吉墳時代以降)

日～掘立柱建物跡

特別史跡 。西都原古墳群

第 1古墳群

o                            l,OOOm

図13 西都原地区遺跡遺構分布図 (1/15,000)
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第Ⅳ章 調査の記録

発掘調査は、あまりにも広範囲で、調査箇所も82地点とかなり多く、しかも、各地点より多種多様

な遺構や遺物が検出され、混乱を生じる恐れがあることから、時代・遺構に関係なく、年度毎に地点

の早い順に報告することとした。

第 1節 平成10年度の調査
本年度は、陵墓の西側及び南側の既に回場整備された地域を中心に29箇所 (第 1～29地点)の調査

を行つた。調査対象面積は約12,500だである。

アカホヤ火山灰層の遺存率は全体の500/0程度で、かなり削平されている地点が多い。

調査の結果、第 10・ 11・ 14地点から縄文時代早期の焼礫群をはじめ、台地のほぼ中央部、陵墓の西

側に位置する第17地点から弥生時代後期のものと推定される竪穴式住居跡、台地の北部の第26地点か

らは柱穴群を確認した。

このなかで、焼礫群を検出した第10。 11'14地点、柱穴群を検出した第26地点については、地権者

のご協力を得て、次年度本調査することとなつた。

lE第 8地点

第 8地点は、陵墓である女狭穂塚の南西約200mに位置しており、周辺地は緩やかな傾斜地となっ

ている。

(1)遺構 と遺物

竪穴式住居跡

i立地

第 8地点の北側で検出したもので、検出面はアカホヤ火山灰層である。

�規模と構造

方形プランを有しているが、東側は耕作

によりかなり削平されており、床面とほぼ

同じレベルとなつている。その他のところ

もかなり浅 く、検出面から深さ0,lm程度

である。床面は一部少し窪んでいるものの

平坦で、主柱は2本である。

�出土遺物

遺物は、総数約200点が出土しているが、

ほとんどが弥生土器で、器形的には甕・壺

があり、量的には甕が圧倒的に多い。

1～ 8は、いずれも刻目突帯を有する下

城式系の甕であるが、 1～ 4は口縁部が外

反するタイプのもので、2は推定口径30.3

cmを測る。5～ 8は 口縁部が直行するタイ

プのもので、 5は推定口径35,Ocmを 測る。 図14 第 8地点調査状況 (ト レンチ)図 (1/600)
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図16 第 8地点住居跡内出土遺物実測図 (1/4)

8は小片であるが、突帯の他に口唇部にも刻目が施されている。9～ 12は、甕の底部で、底面が平ら

なもの (12)と 、わずかに窪んでいるもの (9。 10)、 中央部が円形に窪んでいるもの (11)力司ある。

13～ 20は壺で、13は鋤先状口縁、14は大きく外反した口縁を有している。15は 口縁下部、16は頸部で

1条の突帯を有しているが、おそらく鋤先状口縁の壷のものと思われる。15は縦方向のナデ、16はヘ

ラ磨きで調整が施されている。17は胴上部に2条の突帯、18は胴部最大幅のところに3条の突帯を有

妻

0鴻
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している。19は丸底、20は平底の底部である。

なお、これら遺物の詳細については、今後のものも含めて、「表 2 出土遺物観察表」を参照して
いただきたい。

これらの共伴遺物の特徴から、時期的には弥生時代後期初頭に比定される。

2.第 10・ 11・ 14地点
西都原台地の北部及び北西部にあたる地点で、なかでも第14地点は平成 5～ 7年度圃場整備に伴い

調査した地区 (2号支線道路)に 隣接しており、その際にも焼礫群や集石遺構が検出されている。よ

つて、台地北部及び北西縁辺部には、かなり広範囲に分布しているものと思われる。

このようなことから、これらの地点については来年度に本調査をすることとなった。

3日 第17地点

第17地点は、陵墓の東約150mに位置している。周辺は平坦な地形で、圃場整備に伴 う調査の際、

弥生時代後期の竪穴式住居跡を検出した地点 (8号支線道路)の南西部約70mで もある。

(1)遺構 と遺物
竪/~k式住居跡

i立地

第17地点の北東部の平坦地から検出したもので、検出面はアカホヤ火山灰層である。

�規模と構造

長軸4.35m。 短軸4.05mの規模を有する方形プランのもので、検出面からの深さは0,35mを 測る。

床面は平坦で、主柱は2本で深い。また、南側中央部には楕円形状の窪みを有している。

�出土遺物

遺物は量的には少なく、緑色頁岩の石鏃及び剥片が主体で、その他に弥生土器甕、石錘等が出上し

ている。21は 「く」字状に外反する甕の口縁部、22は胴部、23は頁岩製の石錘、24・ 25は緑色頁岩製

の石鏃である。

4日 第24地点

第24地点は、陵墓の東側畑地内で第17地点から南西約100mに位置している。ちなみに、その東側

には第20地点、北側には第21地点が所在しているが、残念ながら、そこからは遺構・遺物等は検出さ

れなかった。

(1)遺構 と遺物
竪穴式住居跡

i立地

第24地点の南西部から検出したもので、検出面はアカホヤ火山灰層である。周辺は平坦で、この竪

穴式住居跡以外、遺構 。遺物等は検出できなかった。

�規模と構造

長軸4.70m・ 短軸3.00m、 南辺と西辺の中央部に突出壁を有する長方形プランのものである。検出

面からの深さは0.40mを測る。床面は平坦で、柱穴は3個検出しているが、主柱は2本 と思われる。

特徴的なのは、その主柱の位置と掘方である。西都市内のおける竪穴式住居跡のほとんどが主柱は中
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1 黒色土

2 黒色土

3 黒色土

▽
t｀ 21

lCIN/1   しまりなし
アカホヤブロック混入

7.5YR2/1          〃

アカホヤプロック多量混入

7.5YR2/1    〃

くこ三正三二三,) 23

0         10cm

図17 第17地点住居跡・出土遺物実測図
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日
ｏ
』
，卜
Φ
＝
霊

H=67.70m

1 黒色±  7 5YRl,7/1
2 黒色±  10YR1 7/1
3 黒褐色± 10YR2/2
4 黒褐色± 10YR2/2

4

しまりなし アカホヤブロック混入
″    キメ細かい
〃   アカホヤプロック多量混入
″   アカホヤプロック含まず 0                      2m

図18 第24地点住居跡実測図 (1/40)

央部近くに設置しているが、本竪穴式住居跡のように両サイドの壁面に接して、しかも、外側に向か

つて掘られているのは珍しく、竪穴式住居跡の構造を考えるうえでは貴重な資料である。

�出土遺物

遺物はまったく出上しておらず、時期的なことは不明である。
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第 2節 平成 11年度 の調査

平成11年度の調査は、平成10年度に遺構・遺物等を確認した第10。 11・ 14・ 26地点の本調査と、新

たに天地返しが予定されている陵墓の西側及び南側 8地点 (第30～37地点)の確認調査を行つた。調

査対象面積は約57,000だである。

検出面としているアカホヤ火山灰層の遺存率は、前年同様全体の50%程度であり、かなり削平され

ている地域が多かつた。

調査の結果、第10。 11・ 14地点から縄文時代早期の集石遺構や焼礫群、第14地点から古墳時代後期

の消失円墳の周溝、第26地点から16世紀頃の掘立柱建物跡群等を検出した。

1日 第10。 11地点

第10。 11地点は、西都原台地の北端部で、県立西都原考古博物館の北側に位置している。昨年度の

調査で、焼礫群を検出している。

(1)遺構 と遺物
10-1号集石遺構

i立地

本地点の南東部に位置している。

�規模と構造

径1.10m・ 深さ0,22mの 円形プランのもので、四レンズ状の掘込みを有している。礫はそれほど密

集していないが、礫は角礫が多く、火を受け赤く変色している。掘込みは黒褐色ローム層からである。

�出土遺物

遺物は出上していない。

10-2号集石遺構

i立地

本地点の東部で、 1号集石遺構の北西6.Omに位置している。

�規模と構造

径1,00m・ 深さ0.21mの円形プランのもので、凹レンズ状の掘込みを有している。床底面の中央部

に大きな礫を置き、その上に礫が積まれている。礫はわりと密集しており、礫は角礫が多く、火を受

け赤く変色している。掘込みは黒褐色ローム層からである。

�出土遺物

遺物は出上していない。

10-3号集石遺構

i立地

本地点のほぼ中央部で、 2号集石遺構の西北西約2.3mに位置している。

�規模と構造

径1,31m・ 深さ0,31mの円形プランのもので、「U」 字状の掘込みを有している。床底面の中央部

に平たい礫を置き、その周囲にさらに大きな礫を花弁状に配するタイプのものである。礫は密集して

おり、礫は角礫が多く、火を受け赤く変色している。掘込みは黒褐色ローム層からである。
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図19 第10・ 11地点遺構分布図 (1/800)

図20 第10地点集石遺構実測図 (1/40)
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図21 第 10・ 11地点集石遺構実測図 (1/40)
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�出土遺物

遺物は出上していない。

10-4号集石遺構

i立地

本地点の南部で、 1号集石遺構の西約3.3mに位置している。

�規模と構造

径1.25m・ 深さ0.39mの 円形プランのもので、「U」 字状の掘込みを有している。床底面の中央部

に平たい大きな礫を置き、その上に礫が集積されている。礫は密集しており、礫は角礫が多 く、火を

受け赤く変色している。掘込みは黒褐色ローム層からである。

�出土遺物

遺物は出上していない。

10-5号集石遺構
i立地

本地点の南部で、 4号集石遺構の西約2.3mに位置している。

�規模と構造

径1.53m・ 深さ0,42mの 円形プランのもので、「U」 字状の掘込みを有している。床底面の中央部

に長さ0.32mの平たい大きな礫を置き、その周囲に長さ0.2m前後の礫を花弁状に配するタイプのも

のである。礫は密集しており、礫は角礫が多く、火を受け赤く変色している。掘込みは黒褐色ローム

層からである。

�出土遺物

遺物が共伴しているのはこの5号のみであるが、量的にはわずかである。総数 7点で、縄文土器 5

点、黒曜石製の石鏃 1点 (47)である。縄文土器は楕円押型文 (36)と 山形押型文 (33)、 そして、

綾杉文 (43)が出上している。

10-6号集石遺構
i立地

本地点の西部に 1基だけはずれて位置している。

�規模と構造

第10地点最大の規模を有するもので、径1,62m・ 深さ0.62mを 測る。円形プランのもので、かなり

深い 「U」 字状の掘込みを有し、5号集石遺構同様、床底面の中央部に長さ0.31mの 細く平たい大き

な礫を置き、その周囲に長さ0.2m前後の礫を花弁状に配するタイプのものである。礫はかなり密集

しており、礫は角礫が多く、火を受け赤く変色している。掘込みは黒褐色ローム層からである。

�出土遺物

遺物は出土していない。

11-1号集石遺構
i立地

本地点の北東部に位置している。

�規模と構造

径1.20m。 深さ0.44mの 円形プランのもので、「U」 字状の掘込みを有している。床底面の中央部

に平たい大きな礫を置き、その上に礫が集積されている。礫は密集しており、礫は角礫が多く、火を
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受け赤く変色している。掘込みは黒褐色ローム層からである。

�出土遺物

遺物は出土していない。

11-2号集石遺構
i立地

本地点の北東部で、 1号集石遺構の西北西約1,lmに位置している。
�規模と構造

径0,93m・ 深さ0.26mの円形プランのもので、凹レンズ状の掘込みを有している。礫はそれほど密

集していないが、礫は角礫が多く、火を受け赤く変色している。掘込みは黒褐色ローム層からである。

�出土遺物

遺物は出土していない。

11-3号集石遺構
i立地

本地点の北部で、 2号集石遺構の南西約2.05mに位置している。

�規模と構造

径1,00m・ 深さ0.18mの円形プランのもので、凹レンズ状の掘込みを有している。礫はそれほど密

集していないが、礫は角礫が多く、火を受け赤 く変色している。掘込みは黒褐色ローム層からである。

�出土遺物

遺物は出上していない。

11-4号集石遺構
i立地

本地点の中央部に位置している。

�規模と構造

径1.10m・ 深さ0,32mの 円形プランのもので、「U」 字状の掘込みを有している。床底面の中央部

に長さ0.35mと 0.25mの大きな礫を置き、その上に礫を集積させている。礫は密集していない。礫は

角礫が多く、火を受け赤く変色している。掘込みは黒褐色ローム層からである。

�出土遺物

遺物は出土していない。

今回、遺構には共伴しなかったが、周辺からは多量の縄文土器片や石器等が出土した。総数約240

点が出上しているが、主体を成しているのは押型文土器で、その他、貝殻条痕文系土器、箆描きで綾

杉文が施された土器等がある。押型文土器は、ほとんどが楕円押型文と山形押型文であるが、わずか

に格子目の押型文が含まれている。26～33は 山形押型文土器で、26～29の 口縁部内側には原体条痕が

施されている。押型文の施文方向は横が多いが、縦 。斜めもあり、また、山形が小さく丁寧なものや

大きく雑に施されているものがある。34～37は楕円押型文土器で、35は原体条痕が施されている。施

文方向は山形押型文同様、横・縦・斜めがある。38は丁寧に仕上げられた格子目の押型文土器の胴部

である。39～41は貝殻条痕文系土器である。42は連続刺突文。43～46は箆描きにより綾杉文が施され

たもので、46は横位の沈線と綾杉文で構成されている。48～ 51は敲石で、48。 49が砂岩製、50。 51が

尾鈴山酸成岩製のものである。
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2L第14地点
西都原台地の北端部で、隣接して特別史跡

。西都原古墳群 (第 3古墳群)が所在している。北側農

道からは、回場整備の道路整備に伴う発掘調査 (2号小道路)の際、焼礫群及び縄文土器等が検出さ

れている。

(1)遺構 と遺物

焼礫群          .
アカホヤ火山灰下層から焼礫群を検出したが、これらに関連した集石遺構等の遺構は検出すること

ができなかつた。調査区が細長く、狭範囲に限られていたこともあるが、遺物が多く出上しており、

周辺には集落跡の存在が想定される。

遺物は、貝殻条痕文系土器と無文土器が主体を成しており、 1点のみ押型文土器 (69)力】混在して

いる。53～ 68は貝殻条痕文系土器で、特に61～64は 口唇部に貝殻復縁により連続刺突が施された前平

式上器、64・ 65は吉田式土器と呼んでいる土器群に合まれるものと思われる。

71～ 84は無文土器の一群で、口縁部が直行するもの (71)、 若千開きぎみのもの (72～ 74)、 かなり

開くもの (75)がある。また、底部は平底がほとんどであるが、直行ぎみに立ち上がるもの (訊)も

含まれている。

消失円墳周溝

i立地

調査区の南東隅からで、南西約12.5mに は円墳 (西都原第143号墳)が近接して所在している。地

形的には平坦である。なお、この円墳が所在する南側隣地は、
「西都原風上記の丘」 (第 3古墳群)で、

その最北端にあたる。

�規模と構造

検出したのは、消失円墳の北西部分にあたる周清で、遺存しているのは全体の 1/4程度である。

幅0.95～ 1.33m、 深さ0.53～ 0。 75m、 推定復元すると径約12.00mの 円墳になる。気になるのは、西都

原第143号墳との位置関係で、推定復元 (周浦まで含む)すると切り合つている可能性が高い。

�出土遺物

遺物の出土は、東部に集中しており、須忘器が主であるが、その中には須恵器破砕甕 (図27)が含

まれている。901ま須恵器大甕 (破砕甕)で、口径24.2cm・ 胴部最大幅43.9cm。 推定器高41,lcmを 測る。

頸部から底部にかけて平行叩きが施され、内面には同心円状当て具痕が良好に遺存している。91～ 98

は須恵器短頸壷で、いずれも完形あるいは完形に近い状態で出上している。94は土師器高不であるが、

脚部のみで受部は遺存していない。95は完形の上師器鉢で平底から内湾しながら口縁部に至つている。

共伴遺物の特徴から7世紀前半に比定される。
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0                    5m

図26 第14地点消失円墳周溝実測図 (1/100)

図27 破砕甕実測図 (1/20)
H=69,30m

92

1 黒色± 7 5YR2/1 しまりなし
2 黒色±  10YR1 7/1   〃
キメ細かい

3 黒色±  10YR2/1    ″
4 黒色±  10YR2/1    ″
アカホヤブロック少量混入
5 黒褐色上 10YR2/2    ″
アカホヤ・褐色土ブロック多量混入
6 黒色± 7 5YR2/1   ″
キメ荒い。アカホヤ褐色粒子混入
7 褐色± 7 5YR4/3   ″
キメ荒い・褐色土ブロック多量混入

図28 第14地点消失円墳周溝層
序図 (1/20)

0          10cm

図29 第14地点消失円墳周溝内出土遺物実測図 (1/4)
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3口 第26地点

第26地点は、県立西都原考古博物館の東側で、第14地点から南西230m程 の地点に位置している。

前年度の調査で、柱穴や溝状遺構等を検出した地点である。

調査の結果、掘立柱建物跡 9棟をはじめ、土墳墓ゃ溝状遺構・柱穴群等を検出した。なかでも、掘
立柱建物跡はいずれも南北棟で、 1号～ 7号は何らかの形で切 り合っており、時期差をみることがで
きる。 1× 3間 と 1× 4間のものが多く、規模的には最小のもので約14,8だ、最大で約50.0ずを測る。
(1)遺構 と遺物
1号掘立柱建物跡

i立地

本地点の南部から検出したもので、検出面はアカホヤ火山灰層である。

�規模と構造

1× 5間の南北棟で、桁行 (NS)5.00m、 梁間 (EW)1.90～ 2.00mを 測る。柱穴はすべて円形で、

径0,40～ 0,55m、 深さ0.34～ 0.44mを 測る。床面積は約49,5ゴである。

�出土遺物

東側の柱穴から打製石斧が出土しているのみであるが、流入遺物と判断されるため掲載しなかった。

袈

0                      5m

図31 1号掘立桂建物跡実測図 (1/100)

2号掘立柱建物跡

i立地

1号の北西部と2号の南東部が重複している。

�規模と構造

第26地点では最大規模を有するもので、 1× 4間の南北棟である。桁行 (NS)4.70m、 梁間 (EW)
2.00mを測る。柱穴はすべて円形で、径0.40～ 0.55m、 深さ0,32～ 0.48mを測る。床面積は約36,9だ

である。

�出土遺物

遺物は出上していない。
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3号掘立柱建物跡

i立地

3号は、南束部が 2号 と 1号、また、北側は4号 と重複している。特に、 2号 と平面の約 1/2が

重なっている。

�規模と構造

2号 と同じ 1× 4間の南北棟で、桁行 (NS)5。 75m、 梁間 (EW)1.90～ 2.25mを 測る。柱穴はす

べて円形で、径0,32～ 0.46m、 深さ0.30～ 0.46mを 測る。床面積は約45.1∬である。

�出土遺物

遺物は出上していない。

4号掘立柱建物跡

i立地

3号の北側で、 3号の北部と4号の南部が重複している。

�規模と構造

本地点では最小規模のもので、 2× 2間の南北棟である。桁行 (NS)1.70～ 2.00m、 梁間 (EW)

1.80～ 2.00mを測る。柱穴はすべて円形で、径0.28～ 0.50m、 深さ0.26～0.32mを測る。床面積は約

15。2∬であ

る。

�出土遺物

遺物は出土し

ていない。

缶

5号掘立柱建物跡

i立地

0                        5m

図32 2号～ 4号掘立柱建物跡実測図 (1/100)

1号の東側で、 1号の東部と5号の西部が重複している。

�規模と構造

1号 と同じ 1× 4間の南北棟で、桁行 (NS)4,00m、 梁間 (EW)2.00～ 2.05mを 測る。柱穴はす

べて円形で、径0.38～ 0,50m、 深さ0.38～ 0.48mを測る。床面積は約32.0ドである。

�出土遺物

遺物は出上していない。

6号掘立柱建物跡

i立地
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5号の北東側で、 6号の南西部と5号の北東部が重複している。また、7号 と南東側がわずかでは

あるが重複している。

�規模と構造

1× 3間の南北棟で、桁行 (NS)4.00m、 梁間 (EW)1.80～2.00mを測る。柱穴はすべて円形で、

径0.40～ 0,70m、 深さ0.52～0.68mを測る。第26地点では一番柱穴が大きく、深い。床面積は約24.0

ぽである。

�出土遺物

遺物は出上していない。

7号掘立柱建物跡

i立地

5号の東側で6号の南東側である。6号の南東部と7号の北西部がわずかではあるが重複している。

�規模と構造

6号 と同じく1×

円形で、径0.28～

0.32m、 深さ0,30

～0,46mを 測 る。

床面積は約 16.8∬

である。

�出土遺物

西側柱穴か ら土

師器邦 (97)1点

が出上 した。完形

で器厚のある郷で、

底径 5.Ocm・ 口径

8.Ocm。 器高2,2cm

を測る。

3間の南北棟で、桁行 (NS)3.30m、 梁間 (EW)1,70mを 測る。柱穴はすべて

8号掘立柱建物跡          図33 5～ 7号掘立柱建物跡実測図 (1/100)

i立地

本地点の西部に2軒 (8号・9号)所在しているうちの一軒である。

�規模と構造

1× 3間 の南北棟で、桁行 (NS)3.60m、 梁間 (EW)1.80mを 測る。柱穴はすべて円形で、径

0.34～ 0.44m、 深さ0.33～ 0,46mを測る。床面積は約20,0∬である。

�出土遺物

遺物は出土していない。

9号掘立柱建物跡

i立地

缶
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8号の東側に位置しているが、濤状遺構 (3号)と 重複している。

�規模と構造

1× 4軒の南北棟で、桁行 (NS)4,00m、 梁間 (EW)2.00～ 2,10mを 測る。柱穴はすべて円形で、

径0.35～ 0,40m、 深さ0,30～0.50mを 測る。床面積は約24.8だである。

�出土遺物

遺物は出上していない。

1号土渡墓

i立地

本地点の北部に単独で位置している。

�規模と構造

長軸1.10m・ 短軸0.70mで、 1号土墳墓同様に楕円形プランを呈している。検出面からの深さ0,42

mを測る。

�出土遺物

遺物は、出上していない。

2号土蹟墓

i立地

本地点の西側で、 4号掘立柱建物跡の西約3.5mに位置している。

�規模と構造

長軸1,65m。 短軸0.78mの楕円形プランを呈している。検出面からの深さ0,38mを測る。

�出土遺物

獣骨が出土しているが、何の動物の骨かは判断がつかない。

3号土渡墓

i立地

本地点の南側中央部に位置しているが、溝状遺構等と重複している。

�規模と構造

他の遺構と重複しているため、遺構面がはつきりしないが、長軸2.50m。 短軸1.50mの長方形状の

ものと推定される。遺構内西側には10～ 30cm前後の礫が 4～ 5段一列に積み上げられている。検出

面からの深さ0.39mを 測る。

�出土遺物

青磁盤や白磁碗に加え、吉祥字が入つた染付皿が 2枚 (105。 106)重ねて埋葬されていた。これら

の共伴遺物から、16世紀前後のものと推定される。

その他の遺構

溝状遺構

本地点からは3条検出した。 1号は東側に位置しているもので、南北に直線的に延びている。幅約

0。 90m、 深さ約0.40mで、現存長約32.Omを測る。

2号は中央部に位置しているが、途中が確認できない。幅約0,50mで、深さ約0.30mを 測る。

3号は西部で、 9号掘立柱建物跡と重複している。この 3号 も途中までしか確認できない。幅約

1.30m、 深さ0.20mで、現存長約16,Omで ある。
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図34 8号 。9号掘立柱建物跡実測図 (1/100)
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図35 第26地点出土遺物実測図 (1/4)

いずれも、時期的なことは特定できないが、 1号が最も新しく、現畑地になる以前のもので、畑と

畑を区切 り、排水路として使用されていたものであると推定される。

柱穴群

柱穴は、掘立柱建物跡のものも含めて多数検出しているが、集中しているのは西側で、一部東側に

分布している。現地及び図面上で建物を復元してみたが、 9軒以上は特定できなかった。何らかの目

的をもって掘 り込まれたものと思われるが、残念ながら判断がつかない。

フ鵞

冨
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,三==多
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第 3節 平成 12年度 の調査
陵墓の東側で西都原台地の中央部及び寺原集落の東側一帯を中心に20地点 (第37～56地点)の確認

調査を行つた。調査対象面積は約質 ,000∬である。

調査の結果、これまでとは違い全体的にアカホヤ火山灰層が遺存しており、第39。 51地点から竪穴

式住居跡、第53地点から掘立柱建物跡、第52地点から土墳墓等を検出した。

1日 第39地点

男狭穂塚古墳の北東約400mの地点に位置している。北東側は道路を隔てて西都原古墳群 (第 2古

墳群)力 S分布している。

本地点から竪穴式住居跡1軒を検出した。なお、平成 6年度にこの道路を改良工事した際には、弥

生時代中期から後期の竪穴式住居跡を2軒検出している。

(1)遺構 と遺物
竪穴式住居跡

i立地

第39地点の束側中央部から検出したもので、検出面はアカホヤ火山灰層である。

�規模と構造

長軸5,75m・ 短軸5,12mの 規模を有する方形プランのもので、検出面からの深さ0.38mを 測る。ま

た、床面中央部には2.38× 2,20mの方形の掘込み (段差)が見られ、その南側には径0.80mの窪みが

ある。床面はほぼ平坦で、主柱は2本である。主柱は径0,41m。 深さ0。 96～ 1.01mで、方形の掘込み

に合わせて掘削されている。

このような、中央部に方形の掘込みを有する竪穴式住居跡は、圃場整備に伴う調査の際、27号支線

道路 (寺原集落東側)か ら検出している。

�出土遺物

出土遺物の主体を占めているのは弥生土器で、その他によく石器に加工される緑色頁岩の破片や陶

磁器が出上している。115～ 119は 口縁部が逆 「L」 字状に外反した甕で、 120。 121はその甕の胴部で

突帯を有している。122は甕の底部に近い部分の破片である。123は特徴的な土器で、口縁部に突帯を

持ち、その口縁部と突帯上面、さらに胴部まで小さな竹状の工具で連続刺突を施した壺である。124

は鉢の口縁部、125は 「く」字状に外反した口縁部で磨き調整が施された土器である。

共伴遺物の特徴から、弥生時代中期末～後期初頭に比定される。

2日 第51地点

第51地点は、西都原運動公園から約200m、 西都原台地の南部に位置している。北側に隣接した市

道の改良工事の際には古墳時代の竪穴式住居跡を検出している。周辺には古墳はなく、一番近い古墳

というと西都原古墳群のなかの寺原第 2支群で、北西約350mに分布している。

調査の結果、竪穴式住居跡1軒を検出した。

(1)遺構 と遺物
竪穴式住居跡

i立地

第51地点の南東部から検出したもので、検出面はアカホヤ火山灰層である。周辺は平坦である。

�規模と構造
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図36 第39地点住居跡実測図 (1/40)
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0          10cm

図37 第39地点住居跡内出土遺物実測図 (1/4)

長軸5.00m。 短軸4.60mの規模を有する方形プランのもので、検出面からの深さ0.22mを測る。残

念ながら南辺は後世の上坑によって1/2程度が消滅している。床面は平坦で、主柱は4本である。ま

た、中央部に埋甕 (129)を有している。掘方の径0.46m・ 深さ0.20mを 測る。主柱の径は0.30～ 0.36

mで、深さは0,35～ 0,49mで ある。

�出土遺物

遺物は、竪穴式住居跡の南東部に集中している。主体を成しているのは土師器で、その他須恵器が

わずかに出上している。土師器は、器形的には圧倒的に甕が多く、その他、鉢・壺・高邪等である。

126～ 128は 口縁部が 「く」字状に外反した甕で、ハケロ・叩き。ヨヨナデ調整がされたもの等様々で

ある。129は埋甕として使用されていたもので、口縁部は直行し、底部は丸底ぎみである。130は 口縁

部が直行し、胴部の張つた甕である。131～ 135は甕の底部で平底のもの (131・ 132)や丸底に近いも

の (133～ 135)がある。131・ 1321こ は木の葉痕が遺存している。136～ 138は鉢で、136。 137は 回縁部

が若千外反している。138はほとんど完形のもので、口縁部は直行し、口唇部は尖っている。底部は

尖底である。139は須恵器郷身で、陶邑TK209併行期に対応しており、口径12.8cmを 測る。共伴遺物

の特徴から古墳時代末 (6世紀末～7世紀初頭)に比定される。

3日 第52地点

寺原集落の東側畑地帯の東端部で、姫塚古墳 (西都原第202号墳)からは西約300m、 第51地点から

は北に約350の地点に位置している。周辺は平坦である。

調査の結果、土娘墓1基を検出した。

土 疲 墓
i立地

第52地点のほば中央部で、検出面はアカホヤ火山灰層である。

華幸一挙一華茸　‐２。

・ｉｉ
昧
』
］
‐ｒ
Ｈ
Ｈ
‐‐日
Ｈ「
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図38 第51地点住居跡実測図 (1/40)
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図39 第51地点住居跡内出土遺物実測図 (1/4)
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図40 第52地点土墳墓 。出土遺物実測図 (1/20・ 1/4)

�規模と構造

長軸2.10m・ 短軸0。 75mの規模を有し、南側が少し狭まった隅丸の長方形 (長楕円形)プランのも

のであるが、上部のほとんどが削平され、検出面からの深さ0.05～ 0.08mを 測る。底面は中央部が少

し窪んでいる。

�出土遺物

遺物は、西側中央部から土師器椀1点 と須恵器高台付椀 1点の計 2点が出土した。いずれも完形品

で、上を向いて副葬されていた。140は須恵器高台付椀で、体部からやや外反しながら口縁部に至 り、

高台を有している。141は土師器椀で、丸底から内湾しながら立ち上がり口縁部に至っている。

これらの共伴遺物の特徴から、時期的には7世紀末に比定される。

ちなみに、本地点の近くの29号線道路からは同じような土墳墓を検出しおり、土師質の邦をはじめ

黒色上器椀・刀子等が副葬されており、内容的には優位である。

4日 第53地点

寺原集落に隣接した畑地で、周辺は平坦である。

(1)遺構 と遺物

掘立柱建物跡

i立地

本地点の北西部で、検出面はアカホヤ火山灰層である。

�規模と構造

1× 3間の南北棟で、桁行 (NS)6.50m、 梁間 (EW)3.80～ 4.20mを 測る。柱穴はすべて円形で、

径0.40～ 0.48m、 深さ0,13～ 0.26mを 測る。埋土は黒色上で、1個だけ灰白色粘質上の柱痕を確認でき
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図41 第53地点掘立柱建物跡‐出上遺物実測図 (1洵 00・ 1/4)

た。床面積は約2317だである。

五i出土遺物

遺物は須恵器1甕や上師器邪等が出土しているが、量的には1少なく、しかもほとんどが小破片である

ため、掲載可能な3点のみ取り上げた。142・ 143は土師器郷で、いずれもヘラ切り底の回転ナデ調整

が施されている。144は須恵器甕と思われるが、表面は平行叩きで、内面には同心円状当て具痕が遺

存している。

0             10cm
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第 4節 平成 13年度の調査
平成13年度は、陵墓の南側で寺原集落の束側畑地を中心に12地点 (第 57～ 68地点)の確認調査を行

った。アカホヤ火山灰層の遺存率は全体の2/3程度で良好であつた。調査対象面積は約60,500ポで

ある。

調査の結果、第65地点から焼礫群、第60。 62・ 65地点から竪穴式住居跡等を検出した。このなかで、

第65地点については遺構及び遺物の広がりが確認できたことから、来年度本調査を実施することとな

った。

1.第60地点
第60地点は、西都原台地の南部で、西都原運動公園の北東50mの地点に位置している。

(1)遺構と遺物

竪穴式住居跡

i立地

本地点の北東部から検出したもので、検出面はアカホヤ火山灰層である。茶畑に囲まれた畑地で、

地形的には平坦である。

�規模と構造

長軸4.48m・ 短軸4,20mの規模を有する方形プランのものであるが、西側を南北に延びた浦状遺構

に切られている。検出面からの深さ0,16m前後で、床面は平坦、主柱は4本である。主柱は円形で径

0,26～ 0,30m、 深さ0.56～ 0.59mを測る。

�出土遺物

遺物は量的には少ないが、弥生土器甕をはじめ特徴的な器台等が出土している。145。 146は口縁部

が 「く」字状に外反した甕で、145は、推定口径24,Ocm、 器高29.4cmを測る。底部は上げ底で、見た

目にはスマー トな

甕である。147は、

器台で、口縁部か

ら体部そして底部

と曲線的にスムー

スに移行するタイ

プのものであると

推定される。上下

2段に並行して直

径 1.7cm程の円孔

を穿つている。口

縁部が遺存してい

ないのが残念であ

る。

共伴遺物の特徴

から弥生時代後期

に比定される。 図42 第60地点調査状況 (ト レンチ)図 (1/800)
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2日 第62地点

西都原台地の北端部、西都原考古博物館の北約350mに位置している。国場整備の際、弥生時代中

期末から後期初頭の竪穴式住居跡の一角を検出した地点 (2号小道路)と 隣接している。

(1)遺構 と遺物
竪穴式住居跡

i立地

本地点の北部から検出したもので、検出面はアカホヤ火山灰層である。農道を挟んだ北側は急傾斜

地で、台地縁辺部に位置している。地形的には平坦である。

�規模と構造

長軸3.36m・ 短軸3.30mの規模を有する方形プランのもので、検出面からの深さ0,55mを 測る。床

面は平坦で、主柱は2本である。主柱は円形で径0.48～ 0.55m、 深さ0.38～0.41mを 測る。

なお、本住居跡は、北側の一部分を欠損しているが、図面を照合した結果、圃場整備の際検出した

ものと同一であることが判明した。

�出土遺物

遺物のほとんどは弥生土器で、緑色頁岩がわずかに出上している。148～ 150は甕の口縁部から胴部

にかけてのもので、いずれも刻目突帯を有している。さらに、148～ 150は 口唇部にも刻目が施されて

いる。 151・ 152は甕の胴部から底部にかけてのもので、151は 若千の上底、152は平底 と思われる。

を 屠彊魯三 器齢罵%1
4    〃       ″
アカホヤ小プロック少量混入

: 39三
こ患鐘 負

小ブロック混入

7 
妄傷黒幸小拶ピリう、粒子多量混入

S 
ξ得阜:小サ曽¥多少量混入 2m

図44 第62地点住居跡実測図 (1/40)
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図45 第62地点住居跡内出土遺物実測図 (1/4)

153は鉢の口縁部で、口唇部には刻目が施されている。154はかなり大きな 「L」 字状の口縁部を有す

る壺の頸部、155は 同上部である。155に は突帯が剥離した痕が見て取れる。

共伴遺物の特徴から、弥生時代中期末～後期初頭に比定される。

3日 第65地点

(1)遺構 と遺物

本地点は、圃場整備の際、縄文時代早期の集石遺構 7基を検出したところ (E区)と 同一畑地内の

南側半分であり、今回の調査で焼礫群及び一辺5,4mと 長軸5,20m・ 短軸4.10mの方形プランの竪穴

式住居跡を検出し、さらに、遺構 。遺物の広がりを確認できたことから、地権者の協力を得て、次年

度本調査することとなった。よつて、本年度は遺構の平面プラン等を確認したのみで調査を終了した。
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第 5節 平成 14年度の調査
平成14年度は、西都原台地の北部で県立西都原考古博物館の北側、西都原台地南部で西都原運動公

園の北側畑地を中心に12地点 (第69～80地点)の確認調査と、前年度焼礫群や竪穴式住居跡を検出し

た第65地点の本調査を行つた。調査対象面積は60,500∬である。

調査の結果、第65地点から集石遺構・竪穴式住居助、第69地点から焼礫群や竪穴式住居跡、第馳地

点から竪穴式住居跡、第72地点から掘立柱建物跡等を検出した。

なお、第69地点については、遺構・遺物の広がりが確認できたことから、地権者の協力を得て、平

成15年度に本調査することとなった。

1日 第65地点

西都原運動公園の北西約400m、 姫塚古墳 (西都原第202号墳)の南西約230mで、台地縁辺部に位

置している。本調査の対象となったのは、遺構・遺物が集中している南東側1,200ドである。調査の

結果、集石遺構7基、竪穴式住居跡 3軒を検出した。

なお、本畑地の北西側は圃場整備の際、E区 として調査を行ったところで、縄文時代早期の集石遺

構 7基 と溝状遺構2条を検出している。

(1)遺構と遺物
1号集石遺構

i立地

本地点の南部で、検出面はアカホヤ火山灰下層の黒褐色ローム層からである。

�規模と構造

径0,90m・ 深さ0,10mの規模を有する円形プランのもので、凹レンズ状の浅い掘込みを有している。

礫はあまり密集しておらず、礫は角礫が多く、火を受け赤く変色している。掘込みは黒褐色ローム層

からである。

�出土遺物

遺物は出上していない。

2号集石遺構

i立地

本地点の南西部で、 1号の約10.5mに位置している。

�規模と構造

径0.85m。 深さ0.10mの 規模を有する円形プランのもので、凹レンズ状の浅い掘込みを有している。

礫はあまり密集しておらず、礫は角礫が多く、火を受け赤く変色している。掘込みは黒褐色ローム層

からである。

�出土遺物

遺物は出上していない。

3号集石遺構

i立地

2号の北側に隣接している。

�規模と構造

径1.00m・ 深さ0.23mの規模を有する円形プランのもので、凹レンズ状の掘込みを有している。床

底面の中央部に平たい礫を置き、その周囲にさらに礫を花弁状に配するタイプのものである。礫はあ
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1号住居跡

i立地

第65地点の南側で、検出面はアカホヤ火山灰層である。地形的には東側に向かつて少し傾斜 してい

る。

�規模と構造

長軸6.06m・ 短軸4.60mの規模を有する長方形プランのものであるが、束辺中央部は内側に突出壁

を持ち、南辺西部は外側に向かって長方形状に張 り出している。検出面からの深さ0,26mを測 り、床

面は平坦で、主柱は2本である。主柱は円形で、径0.43～0.46m、 深さ0.72～ 0,90mを測る。

�出土遺物

器形的には甕・壺・鉢等が出上 しているが、量的には甕・壺が全体の90%以上を占めている。
156・ 157は 口縁部が少し外反した甕で、下がり気味の突帯を有している。158は刻目突帯、159・ 160

は 「く」字状に外反した甕の口縁部である。161・ 162は上げ底の甕の底部である。162・ 163は特徴的

な壷の口縁部で、163の 口唇部には並行した5条の沈線を巡らせている。164は鋤先状口縁に鋸歯状の

沈線が施されている。165は壷の胴上部である。166・ 167は幅広い底部の鉢で、器厚は薄 く、丁寧な

ヨコハケ調整が施されている。その他の地点ではあまり見られない器形の鉢である。

2号住居跡

i立地

第65地点のほぼ中央部で、1号住居跡の北西10,7m(中 央から中央)に位置している。検出面はア
カホヤ火山灰層で、地形的には平坦である。

�規模と構造

第65地点では最大のもので、長軸6.10m・ 短軸5.60mの規模を有する方形プランのものであるが、

わずかに北東隅が外側に出ている。検出面からの深さ0.18mを測 り、床面は平坦で、主柱は2本であ
る。主柱は円形で、径0.35～ 0.38m、 深さ0,70～ 0。 73mを測る。

�出土遺物

形態的には甕・壺で、量的には甕が圧倒的に多い。168・ 169イま口縁部が 「く」字状に外反した甕の

口縁部である。168は突帯を有しており、縄目状の刻目が施されている。170,171は甕の底部から胴

部にかけてのもので、いずれも上げ底の底部から外方向に直線的に立ち上がるスマー トな甕である。

172は 壺の頸部から胴部で、器厚は薄く、丁寧なハケロ調整が全面に施されている。

3号住居跡

i立地

第65地点の北西部で、 2号住居跡の北約10,Omに 位置している。検出面はアカホヤ火山灰層で、地

形的には平坦である。

�規模と構造

第65地点では最小のもので、長軸5,34m・ 短軸3.92mの 規模を有する長方形プランのものである。

南辺は内側に若干膨らみ、北西隅は撹乱を受けている。検出面からの深さ0.30mを 測り、床面は平坦

で、主柱は2本である。主柱は円形で、径0,37m、 深さ0.58～ 0.66mを 測る。

�出土遺物

弥生土器が少量と鉄片が出土しているが、小片のため掲載しなかった。

これらは、共伴遺物の特徴から、弥生時代後期に比定される。
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図48 第65地点 1号・ 2号住居跡実測図 (1/80)
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図51 2号住居跡内出土遺物実測図 (1/4)

172
2日 第69地点

(1)遺構と遺物

第69地点は、西都原台地の北部で、県立西都原考古博物館の北約300mに 位置している。調査にて、

焼礫群及び竪穴式住居跡2軒を検出したが、遺構 。遺物の広がりが確認できたことから、次年度本調

査することとなった。

なお、この竪穴式住居跡のなかで東側の円形プランのものは、出土遺物から縄文時代晩期のもので

ある可能性が高く、市内でも初めての検出例であることから、貴重な資料である。

3.第72地点
第72地点は、西都原台地南部で、

立柱建物跡を検出した。

(1)遺構 と遺物

掘立柱建物跡

i立地

西都原運動公園の北東約250mに位置している。調査の結果、掘

本地点の北部から検出している。検出

面はアカホヤ火山灰層である。

�規模と構造

2× 3間 の南北棟で、柱穴は径0,42～

0.56m、 深さ0.40～ 0,61m(柱 穴間1.75

～ 1.90mを 測 る。主軸の方向は N一

14° 一Eで、床面積は約19.6だ と推定さ

れる。

�出土遺物

遺構と共伴して遺物は全 く出上してお

らず、時期的なことはまったく不明であ

る。

図52 第72地点掘立柱建物跡実測図 (1/100)
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4.第74地点
第74地点は、西都原台地の西部で、寺原集落の東側に位置している。調査の結果、竪穴式住居跡や

溝状遺構等を検出した。なお、この竪穴式住居跡については、地権者のご好意により、現状保存する

こととなった。

(1)遺構と遺物
竪穴式住居跡

i立地

第74地点の北端部から検出したもので、検出面はアカホヤ火山灰層である。

�規模と構造

南辺約6.10m。 束辺約7.50mの規模を有する長方形プランのものであるが、北部を東西に延びる溝

状遺構に切られている。また、東辺には長方形、西辺には台形状の張出しを有している。検出面から

の深さ0.30mを測り、床面は平坦で、主柱は4本である。主柱は円形で、径0,41～ 0.54m、 深さ0.64

～0,75mを測る。

�出土遺物

形態的には甕・壺・高郷等にミニチュア土器が含まれている。量的には甕・壺が圧倒的に多いが、

他地点の竪穴式住居跡と比較して高邪が多いことが注目される。173～ 177は 口縁部が 「く」字状に

外反した甕で、特に173は 円柱状の平底から少しずつ内湾しながら立ち上がるスマートな甕で口径

26.3cm、 器高29.5cmを測る。178は甕の胴部で、低い突帯を有している。179～ 185は甕の底部で、平

底のもの (179～ 182)や上げ底のもの (188～ 185)んミある。186。 187は甕のミニチュア土器の底部と

思われる。188～ 193は壺の口縁部で、188～ 191は いずれも上部分が逆 「く」字状を呈した二重口縁壼

である。188は逆 「く」の下の部分がかなり長く、頸部には突帯を有している。表面の風化が著しく

調整等ははっきりしない。口径18.Ocmを 測る。189の口縁部には凹線、1901こ は並行した斜線と横位の

沈線、191に は波状沈線が施されている。194・ 195は壼の頸部から胴部、196は壺の胴部である。197

～202は 壺の底部で、いずれも平底

である。中には197の ように円柱状

の底部を有するものも含まれてい

る。203～ 206は高郷の郵部で、207

～215は 高邦の脚部である。脚部で

見ると、脚端部の外側と内側にかえ

りを有 しているもの (209。 210・

213)、 外側 のみ有 しているもの

(208。 214・ 215)、 かえりを有して

いないもの (211。 212)に分類でき

る。ヘラ磨き・ハケロ・ヨヨナデ調

整等で仕上げられている。216は高

邦のミニチュア土器と思われる。

共伴遺物の特徴から、弥生時代終

末に比定される。

図53 第74地点調査状況 (ト レンチ)図 (1/800)
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第 6節 平成 15年度 の調 査

平成15年度は、西都原台地の南部の2地点 (81・ 82地点)の確認調査と、昨年度焼礫群及び竪穴式

住居跡を検出した第69地点及び本年度確認調査で竪穴式住居跡群を検出した第81地点の本調査を行つ

た。

調査の結果、第69地点から集石遺構・竪穴式住居跡・土墳墓、第81地点から竪穴式住居跡群及び溝

状遺構等を検出した。

なお、このなかで第81地点については、南側が西都原古墳群として整備された地域 (寺原第 2支群)、

北側が回場整備の道路改良に伴う調査にて竪穴式住居跡群を検出した道路に隣接している。さらに、

この道路から北側畑地では耕している際に竪穴式住居跡が多数目視されることから、集落の復元を目

的に保存整備をすることが計画されたところでもある。残念ながら承諾が得られずに実現はできなか

ったものの、第81地点はこれらに関連した重要なところであることは明白であることから、将来の保

存整備のことも考慮したうえで地権者と協議を重ねた結果、ご好意により現状保存することで合意に

いたった。

1.第69地点
西都原台地の北部で、県立西都原考古博物館から北約300mに位置している。昨年度焼礫群及び竪

穴式住居跡を検出したところで、圃場整備の際、焼礫群を検出したところ (2号小道路)と も隣接し

ている。調査の結果、集石遺構・竪穴式住居跡・土墳墓等を検出した。

(1)遺構 と遺物
1号集石遺構

i立地

第69地点の西部で検出したもので、 1号住居跡の南西約24.Omに 位置している。検出面は黒褐色ロ

ーム層である。

�規模と構造

径 1.60m、 深さ0,44mの規模で、凹レンズ状の掘込みを有している。床底面の中央に約30cmの平た

い礫を2個置き、その周囲に礫を配している。礫は角礫が多く、火を受け赤 く変色している。

�出土遺物

遺物は全く出土していない。

2号集石遺構

i立地

1号集石遺構の南東約3.6mで、検出面は 1号 と同じく黒褐色ローム層である。

�規模と構造

径 0。 91m、 深さ0。 16mの規模で、浅い凹レンズ状の掘込みを有している。礫は角礫が多く、火を受

け赤 く変色している。

�出土遺物

遺物は全 く出上していない。

今回、遺構とは共伴しないが、多くの縄文土器や石器が出土している。217～221は貝殻条痕文系土

器の口縁部、222・ 223は貝殻条痕文系土器の胴部である。表面に横位あるいは斜位に貝殻復縁による
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文様が施されている。224～ 227は 無文土器の口縁部で、直線的なもの (224・ 227)と 外反するもの

(225'226)がある。228・ 229は無文土器の胴部、230～ 233は 無文土器の底部で、平底と上げ底がある。

234・ 235は 敲石で、石材は234が尾鈴山酸成岩製、235が砂岩製である。236～ 239は石鏃で、石材は

236～238はチャー ト、239は黒曜石である。いずれも基部が凹基式のものである。

1号住居跡

i立地

第69地点の北部で、 5号土墳墓と重複している。北側部分は農道により削平されている。検出面は

アカホヤ火山灰層である。

�規模と構造

一辺2.80mの規模を有する方形プランのもので、検出面からの深さ0,33mを 測る。床面は平坦であ

るが、主柱は2本である。主柱の径は0,35m・ 深さ0.秘～1.04mを 測る。この主柱と主柱の間には焼

土が確認できる。炉として使用していたところと思われる。

�出土遺物

遺物は量的にはかなり少なく、小片が多いことから、石器 1点を含む4点を掲載した。240。 241は

口縁部が外反した壺の口縁部、242は壷の胴上部で円形の浮文と突帯を有している。243は緑色頁岩の

石鏃で、基部は凹基式である。

共伴遺物の特徴から、弥生時代中期末から後期初頭に比定される。

2号住居跡

i立地

第69地点の南東部で、検出面はアカホヤ火山灰層である。

�規模と構造

径2.60mの規模を有する円形プランのものであるが、きちんとした円形ではなく、凸凹している。

検出面からの深さは浅 く0,12mを測る。床面は平坦であるが、主柱は確認できなかった。

�出土遺物

2号住居跡はさらに遺物の量は少ない。本調査ではほとんど出土しなかったことから、確認調査の

際出上したものを2点掲載した。243は深鉢の口縁部で、胎土 も調整もかなり荒い仕上がりとなって

いる。244は底部で、平底である。

共伴遺物の特徴から、縄文時代晩期に比定される。

1号土崚墓

i立地

上墳墓は第69地点の北部で、 1号住居跡を検出した西側周辺に集中している。 1号土崚墓はそのな

かでも一番西に位置しているもので、検出面はアカホヤ火山灰層である。

�規模と構造

長軸1,79m・ 短軸1.48mの規模を有する精円形プランである。検出面からの深さ0.33～0.45mを 測

る。検出面は南から北に向かつて、床面は北から南に向かつて下がつている。

�出土遺物

5基検出した中で最も出土量が多い。総数で22点出上している。245。 2461ま 口縁部が直行し、刻目

突帯を有する甕、247・ 248は 口縁部が外反した壷の口縁部及び頸部、249は 壼の底部で平底である。

250は鉢の底部と思われる。
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図59 第69地点 1号住居跡・ 5号土墳墓実測図 (1/40)
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図60 1号住居跡内出土遣物実測図 (1/4)
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1 黒褐色±  10YR3/2 しまりなし
黒色・橙色 。自色粒子混入
アカホヤブロック少量混入

2 黒褐色±  10YR2/2   ″
橙色・白色粒子混入
アカホヤブロック少量混入

0                      2m

図61 2号住居跡・出土遺物実測図 (1/40・ 1/4)

2号上墳墓

i立地

1号土墳墓の南東約2.6mに位置している。検出面はアカホヤ火山灰層である。

五規模と構造

径1,70mの 規模を有する少し変形した円形プランのものである。検出面からの深さ0.34mを測る。

床面は平坦である。

�出土遺物

量的には少なく、総数 6点である。251は 口縁部が 「く」字状に外反した甕の口縁部で、刻目突帯

を有している。また、口唇部にも刻目が施されている。252は甕の胴部である。

3号土蹟墓

i立地

2号土墳墓の南東約2.4mに位置している。検出面はアカホヤ火山灰層である。

�規模と構造

長軸1.43m・ 短軸1,27mの規模を有する楕円形プランのもので、このなかで最小のものである。検

出面からの深さ0.43mを測る。床面はほぼ平坦である。
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�出土遺物

総数 2点で、その内 1点を掲載した。254は甕の底部で上げ底である。

4号土墳墓

i立地

3号土墳墓の東約1.8mに位置している。検出面はアカホヤ火山灰層である。

�規模と構造

長軸は推定1.45m・ 短軸1,30mの規模を有する楕円形プランのものと思われる。検出面からの深さ

0.26mで 、その他のものと比較するとかなり浅い。床面は平坦である。

�出土遺物

遺物は 1点のみである。

5号土渡墓

i立地

4号土墳墓の東約2.2mに位置し、 1号住居跡の南西部と重複している。検出面はアカホヤ火山灰
層である。

�規模と構造

長軸2.15m・ 短軸1.47mの規模を有する楕円形プランのもので、このなかで最大のものである。検

出面からの深さ0.56mを 測る。

�出土遺物

総数 5点で、その内2点を掲載した。256は壷の胴上部で 2条の突帯を有している。255は鉢の底部

で平底である。

2.第81地点
西都原台地の南西部で、寺原集落の南側に位置している。姫塚古墳 (西都原第202号墳)か らは西
約680mで ある。調査の結果、竪穴式住居跡群及び溝状遺構等を検出した。なお、本地点のその後の

措置については前述したとおりである。なお、各住居跡の時期については第V章のまとめのなかで考

察するのでここでは省略する。

地形的には、東から西に向かって緩やかに傾斜し、その比高差約0.50mを測る。

(1)遺構 と遺物
1号住居跡

i立地

本地点のほぼ中央部で、東約7.5mに は2号住居跡が位置している。南部隅が 5号溝状遺構と重複

している。検出面は 1号～8号住居跡までいずれもアカホヤ火山灰層である。

�規模と構造

長軸6.35m・ 短軸6.00mの 規模を有する方形プランのもので、検出面からの深さ0.28mを測る。床

面は平坦であるが、周囲の地形に合わせて東から西に向かって若干傾斜している。主柱は4本で、径
0.33～ 0.45m、 深さ0,32～ 0.49mを 測る。南部隅部分が浦状遺構と重複しているが、掘削前から確認

できたことから、時期的には浦状遺構の方が新しいものである。

�出土遺物

遺物の量としては、第81地点の中では最も多 く、総数約2,090点 を出土しているが、小片がほとん

どである。257・ 258は 口縁部が 「く」字状に外反した甕の口縁部、259～262は甕の底部である。260
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は上げ底で、それ以外は平底である。263～ 265は 小型丸底壺の口縁部、266・ 267は底部である。

268。 269は 壺の底部で、平底である。270～ 273は高邪の邪部で、272に は刻目が施されている。ヘラ

磨き調整のものが多い。274は高郷の基部、275～ 278は 高郷の脚部で、脚瑞部は丸まっているもの

(277)と 平坦 (276・ 278)があるが、第馳地点のようにかえりのあるものは見られない。

2号住居跡

i立地

1号住居跡の東約7.5m、 対象地の南側中央部に位置している。 3号及び 5号溝状遺構と重複して

いる。

�規模と構造

長軸3.80m・ 短軸3.45mの規模を有する方形プランのもので、検出面からの深さ0.25mを 測る。床

面は平坦である。主柱は4本であるが、かなり四隅によって掘 り込まれている。径0.36～ 0.50m、 深

さは浅く0,06～ 0.18mを 測る。溝状遺構は2号住居跡の南西隅と北辺中央部から南西隅に向かつて延

びているが、住居跡を掘削する前から確認できたことから、清状遺構の方が新しい時期のものである。

�出土遺物

総数約550点が出上している。器形的には、甕・壺・高邪に加え、ミニチュア土器や小型丸底壷が

含まれている。279～284は 口縁部が 「く」字状に外反した甕の口縁部であるが、279～282は その角度

が緩やかである。285～287は甕の底部で、いずれも平底である。285は胴部中央部に最大幅を有する

もので、22.Ocmを測る。288は甕の ミニチェア土器の底部で、底面には本の葉痕が遺存している。

289・ 290は 小型丸底壼であるが、289は 口縁部小片、290は完形である。290は 口径6.8cm。 底径4.2cm。

器高9,6cmを測る。291も 小型の長頸壺で、丸底である。口径6.8cm・ 器高11,Ocmを 測る。292～ 294は

高lThの脚部で、脚端部は丸い。

3号住居跡

i立地

本地点の北東部隅に位置し、 9号溝状遺構と重複している。

�規模と構造

本地点では最小のもので、長軸3.20m。 短軸2.80mの長方形プランである。北辺中央部にはカマド

を有している。カマドは、幅0.95m・ 奥行き0,75m・ 高さ0.15mで、押し潰された状態で検出した。

位置的には北壁ゃゃ東寄りに、灰白色粘土にて造られている。煙道は伴わない。カマド内の中央部に

は炭化物と橙色・自色の小粒子を多量に含んだ層と、焼けて赤味を帯びた灰白色粘質上が見られた。

検出面からの深さ0.15mを 測る。床面は南側が若干低 くなつている。柱穴は北西隅と南東隅で検出し

たが、上屋を支持する主柱とは思われない。カマドを有しているのは3号のみで本地点では一番新し

い時期の住居跡である。

�出土遺物

総数約150点が出上している。295～297は 口縁部が「く」字状に外反した甕の口縁部である。298～

303は土師器邪で、いずれもヘラ切り底で回転ナデ調整が施されている。298は推定口径14.lcm・ 底径

2.4cn・ 器高2.4cm、 299は推定口径13.6cm・ 底径7.4cm。 器高4.Ocmを測る。304～306は粗雑な作りで、

内面にはいずれも布目痕が遺存している布痕土器である。見た目にはかなり赤味 (橙色2.5Y R6/8)

を帯びており、土器群の中から容易に探し出すことができる。
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3号住居跡

図66 3号・ 4号住居跡実測図 (1/60)
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4号住居跡

i立地

3号住居跡の西側に隣接している。

�規模と構造

長軸3.73m。 短軸3.28mの規模を有する長方形プランのものであるが、北辺は不明遺構に、西辺は

9号溝状遺構と重複し、南辺は一部分が外方向に変形している。検出面からの深さ0.30mを 測る。床

面は3号同様南側に向かって少し傾斜している。柱穴はいくつか検出したが、主柱ははっきりできな

かった。

�出土遺物

4号住居跡は小さい割には多 くの遺物が出上している。総数約1,000点で、器形的には甕・壺 。高

邪等である。307～ 3111ま 口縁部が 「く」字状を呈する甕の口縁部から胴部にかけてのものであるが、

その角度が緩やかなもの (308・ 310。 311)や直行気味のもの (309)力 Sあ る。調整はヨヨナデに加え

横あるいは斜め方向の叩きが施されているもの (308・ 309。 311・ 312)が多く含まれている。313～

316は甕の底部であるが、314は平底で、それ以外は丸底である。317は 壺の頸部から胴部、318は壷の

底部で丸底である。320はほIF完形の小型丸底壷で、320は 推定口径6.Ocm・ 底径2.2cm・ 器高5.5cmを

測る。321～ 323は高不の脚部で、いずれもヘラ磨き調整が施されている。321は脚端部が丸 く、脚部

径15.5cmを 測る。

5号住居跡

i立地

4号住居跡の南約6.Omに位置している。南西隅が 6号住居跡の北辺と重複している。

�規模と構造

長軸3.50m・ 短軸2.90mの規模を有する長方形プランのものであるが、南辺中央部の一部が半円形

に張 り出している。検出面からの深さ0,26mを測る。床面は平坦である。主柱は2本 と思われるが、

位置関係があまりにも対象でなく、不安が残る。径0.27～ 0.33m、 深さは浅く0,34～ 0.48mを測る。

�出土遺物

遺物は極端に少なく、総数約80点である。325。 3261ま平底の甕の底部、327は二重口縁壼の口縁部

である。328は高郷の脚部で、柱状部がないタイプのものである。脚端部は丸 く、脚部径13.2cmを 測

る。329は頁岩製で、長軸側快入の石包丁、330は砂岩製の砥石である。

6号住居跡

i立地

5号住居跡の南辺と6号住居跡の北辺の中央部が張 り出した部分とが重複している。さらに、 6号

住居跡は南東部分が 7号 と8号住居跡と重複している。

�規模と構造

本地点最大のもので、長軸6.90m・ 短軸6.72mの規模を有する方形プランのものである。北辺及び

西辺中央部には、外側に向かつた長方形状の張 り出しを有している。また、南側中央部には長方形状

の掘 り込みがあり、その中央部には焼上が確認できることから、炉として使用していたものと思われ

る。掘 り込みの幅2.5m。 長さ4,Om・ 深さ0.15mを測る。検出面からの深さ0.40mを測り、床面は平

坦である。主柱は4本で、径0.34～ 0.43m、 深さは0.27～ 0.48mを 測る。
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黒色±  10YR2/1 しまりなし
黒色・橙色・白色粒子混入

黒色±  10YR2/1   〃
黒色・橙色・自色粒子混入
アカホヤ小ブロック多量混
入

黒褐色±  10YR2/2   ″
黒色・橙色・白色粒子混入
アカホヤ小ブロック多量混
入

黒褐色±  10YR2/2   〃
黒色・橙色・白色粒子混入
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6号住居跡

7号住居跡

鮮

8号住居跡

図70 6号～ 8号住居跡実測図 (1/60)
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�出土遺物

出土遺物の量は総数約560点 と多 くはないが、器形的に特徴的なものが含まれている。331～333は

甕であるが、331は 口縁部が外反し、底部が丸底に近い平底の甕の完形で、横・斜め方向の叩きが施

されている。口径 15。 lcm・ 底径3.5cm・ 器高15,5cmを測る。334～338は甕の底部で上げ底のもの (335)、

中央部が円形に窪んでいるもの (348)等がある。339は二重口縁壺で、国縁部には波状文が施されて

いる。器形的には安定の悪い丸底から大きく内湾しながら立ち上がり、頸部で 「く」字状に外反し口

縁部に至っている。外面は風化著しくはつきりにないが、ヘラ磨き調整が施されている。全体の4/

5程度が遺存しており、口径13.8cm・ 底径2.8cm。 胴部最大幅19.6cm・ 器高20.2cmを測る。340は二重

口縁壺の口縁部で、波状文が施されている。341は 口縁部が立った壺、342は算盤玉のような胴部をし

た壺である。343は壺の底部で、丸底である。344は コップ状のもので、底部の中央部が円形に窪んで

いる。外面はヘラ磨き、内面は丁寧なハケロ調整が施されている。全体の3/5が 遺存しているが、

残念ながら口縁部が出上していない。底径5.lcmを測る。345・ 346は鉢で、345は丸底から大きく内湾

しながら立ち上がり、頸部で 「く」字状に外反し口縁部に至っている。外面は風化著しくはつきりし

ないがタテ・ヨヨナデ調整が施されている。胴部最大幅18.4cm。 底径2.6cmを 測る。347～ 349は高邪

の郷部で、ヘラ磨き調整が施されている。350は頁岩製の石包丁で、長方形で快入はない。

7住居跡

i立地

6号住居跡の東で、 8号住居跡とも重複している。 6号住居跡とは南西隅の一部分しか重複してい

ないが、 8号住居跡とはそれぞれ 1/2程度が重複している。また、東辺は、 1号 。2号浦状遺構と

も重複している。

�規模と構造

長軸6.10m・ 短軸5.55mの規模を有するが、北辺よりも南辺が短く、平面的には台形状を呈してい

る。中央部には径0.80の 範囲で焼土が確認できる。検出面からの深さ0.42mを測る。床面は平坦で、

主柱は4本である。径0,27～0.30m、 深さは0.49～ 0.55mを 測る。 6号～8号住居跡を床面で見ると、

7号住居跡が一番深く、プランがはつきりと確認できる。

�出土遺物

出土遺物の量は、総数で約1,280点で多い。特徴的なのは甕が押し潰れた状態で何点か出土してい

ることと、大きな甕 (354)力】円形の穴に口縁部を上にして立てた状態で収められていたことで、何

かを貯蔵するために意図的に埋め込まれたもと思われる。351～355は 口縁部が 「く」字状を呈した甕

で、いずれも叩き調整が施されている。351と 352は 同一個体で、推定口径24.3cm・ 底径3.3cm・ 胴部

最大幅23.6cmを 測る。353は 1/2遺存しており、推定回径21.2cm・ 底径4.Ocm・ 器高26.0を測る。354

は丸底で、口径30。 lcm。 胴部最大幅30.8cm。 器高38.lcmを測る。355は 推定口径22.Ocm。 胴部最大幅

18.Ocmを 測る。356～358は甕の底部で、いずれも丸底である。ちなみに、甕は粗い叩きが施されてい

るものが多く、胴部には炭化物が付着していることから、煮炊き用として使用されていたものと思わ

れる。359は外反した壺の口縁部小片、360は小型丸底壺の口縁部と思われる。361は小型丸底壺の完

形で、口径8.7cm・ 底径3.5cm・ 器高9.7cmを測る。外面ヘラ磨き調整が施されている。362は小さな完

形の鉢で、口径8.8cm・ 底径3.3cm・ 器高5.45cmを測る。調整は風化著しく不明である。363は高邪の

邦部から脚部半分で、口径17.2cmを 測る。丁寧なヘラ磨きが施されている。364は高郷の不部で、口

径11.5cmを 測る。調整は風化著しく不明である。365。 366は高lThの lTh部小片である。367は高邦の脚
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メ
~氏

377

0          10cm

図73 8号住居跡内出土遺物実測図 (1/4)

部で脚裾径 13.4cm、 368は 基部、369は脚部で、いずれも外面ヘラ磨き調整が施されている。370は 須

恵器甕の胴部と思われる。両面叩き調整が施されている。371は 円形の紡錘車で、砂岩製である。直

径5,6cm・ 円孔径0.8cm・ 厚さ1.2cmを測る。

8号住居跡

i立地

6号住居跡の南東側で、 7号住居跡の南側に位置している。

�規模と構造

重複している部分が多くはつきりしないが、掘削前の埋土状態から判断すると、一辺5.2mの方形

プランのものと推定される。検出面からの深さ0,25mを測 り、床面は平坦である。主柱は2本と思わ

れるが、はつきりしない。

�出土遺物

出土遺物の量は少なく、総数約310点である。372は 口縁部が外反した甕の完形で、口径13.4cm。 底

径3.3cm・ 器高14,3cmを測る。両面ハケロ調整が施されている。373は鉢の胴部で、374は外方向に向

いた高台の付いた鉢と思われるが、その他の住居跡では見られない器形である。375は 小型丸底壺の

底部で、底径4.2cmを測る。376は高郷の基部、377・ 378は 高郵の脚部である。379。 380は 須恵器甕の

胴部と思われる。379の外面は並行の叩きで、内面は同心円状当て具痕が遺存している。

８【サ

μ
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9号住居跡

i立地

9号住居跡は 1号住居跡の北側に位置しているが、南隅部分しか検出していない。それは、この北

側部分は地権者のご協力により現状保存されることから、掘削しないまま残すこととなったためであ

る。

�規模と構造

全体のプランを検出していないため、規模と構造については不明である。

�出上遺物

遺物は。須恵器甕が 1点埋土上層から出上している。外面は擬格子目叩き、内面は同心円状当て具

痕が遺存している。

その他の遺構

溝状遺構

溝状遺構は9条検出しているが、後世のものがほとんどである。規模的には幅0,45～ 0,80m、 深さ

0.14～ 0.30mで、時期的には埋土の状態から一番東側に位置している 1号 と2号が最も古いと思われ

るが、遺物が全体的に極端に少なく、不明な点が多い。

その他の上器

墨書土器

1号住居跡からは、墨書土器が 2点出上している。379は 「作」という文字が上師器高台付椀の側

面に書かれている。380の文字は残念ながら判読できないが、これも土師器不の側面に書かれている。

これらは、時期的には9世紀後葉のものと推定され、 1号住居跡の遺物とはかなりの時期差が認めら

れるため、何らかの形で混入したものと思われる。住居跡内及び周辺から柱穴を検出していることか

ら、 1号住居跡内に柱穴があり、その掘方を見落としてしまったのかもしれない。いずれにしても、

注目される資料であるため、 1号住居跡とは別資料として掲載した。

0         10cm

図74 1号住居跡出土墨書土器 (1/4)
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集石遺構

地点 番号 時期 プラン 掘込み 径 (m) 深さ (m) 底面配石 検出面 共伴遺物 備 考

1 縄文早期 円形 有 110 022 無 黒褐色土

100

3 031 有 底面に花弁状配石

4 ″ 039 無

5 042 縄文土器 底面に花弁状配石

6 〃 062 有 底面に花弁状配石

11 1 120 〃 底面に平たい礫

2 093 無

3 0,18

″ 4 032 有 底面に平たい礫

1 090 010 無

2 ″ 085 010

3 ″ 023 有 底面に花弁状配石

4 ″ 無 無

5 〃 005

6 有 012 有 底面に平たい礫

7 ″ 062 010 無

1 〃 底面に2個の礫

2 016 ″

Tab.1 主な検出遺橋一覧表

土娠墓

地 点 番号 時期 プラン 長軸 (m) 短軸 (m) 深さ (m) 検出面 共伴遺物 備 考

1 16世紀 長方形 250 039 アカホヤ火山灰層 青磁盤、自磁椀、染付皿当 染付皿には吉祥字

不 明 楕円形 078 038 獣 骨

3 070 042

I 7世紀木 長楕円形 575 512 008 土師器・須恵器

l 弥生中期末～後割初頭 楕円形 033～ 045 弥生土器甕・壷

″ 2 円形 170 弥生土器甕・石鏃 石鏃は緑泥岩製

3 楕円形 143 弥生土器甕

4 ″ 026

5 215 056 弥生土器甕・壺
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竪穴式住居跡

地点 番号 時期 プラン 長軸 (m) 短軸 (m) 深さ (m) 主体 (本 ) 検出面 共伴遺物 備  考

8 1 ホ生中期末～後卸初吸 方形 0～ 010 2 Fカホヤ火山灰拒弥生土器甕・壷等

17 1 弥生後期 2 弥生土器甕、石錘、石鏃 石鏃は緑泥岩製

! 不 明 長方形 2 主柱を壁面に掘削

1 弥生中期末～後期初研 方 形 575 2 弥生土器養・壺・鉢等

51 1 古墳終末 4 土師器甕 鉢、須恵器邪身等

1 弥生後期 4 弥生土器甕、器台等 溝状遺構と重複

1 弥生中期末～後翔初頭 2 弥生土器甕・壷等

l 弥生後期前半 長方形 2 弥生土器甕等 長方形状張出し

2 〃 方形 2 弥生土器壷・鉢等

3 弥生後期 長方形 2 弥生土器甕 壺

I 弥生中難末～後剤初顕 方形 074～ 104 2 ″ 弥生土器甕・壷等 北側は農道の下

2 縄文晩期 円形 0 縄文土器深鉢

1 弥生終末 長方形 2 弥生土器甕・壷・高lTN等

1 古墳前期前半 方形 032～ 049 4 土師器甕・壷・高郵等

2 古墳時代中期前半 006～ 01[ 4 土師器甕・壷・高邪等

3 長方形 土師器甕・壷等 カマ ド

4 8世紀前半 328 土師器甕・壷・高郵等 3号 と重複

5 古墳時代中期前半 290 034～ 048 2 土師器甕 `壷・高郵、石包丁 6号と重複

6 古墳前期前半 方形 027～ 048 4 土師器甕・壼・高邪等 5・ 7・ 8号と重複

7 古墳前期後半 長方形 555 049～ 055 4 土師器甕・壺・高邦等 6・ 8号と重複

8 古墳前期後半前葉 -520 -520 土師器甕・壷・高イ等 6・ 7号 と重複

9 不明 須恵器甕

掘立柱建物跡

地点 番 号 時期 主軸方位 桁行 (m) 梁行 (m) 規模 (軒 ) 柱穴径 (m) 柱穴深 (m) 床面積 (ず ) 共伴遺物 備  考

1 16世紀 N-29° Sお「 190～200 1軒 ×5軒 040～ 055 034～ 044 打製石斧 2 3・ 5・ 6号 と重複

2 N-31° ―W 1軒×4軒 040～ 055 032～ 048 369 1・ 3・ 5号と重複

3 N31° ―W 575 190～225 1軒 X4軒 032～ 04〔 030～ 046 1 2・ 4号 と重複

4 N-31° ―W 170～200 180～200 2軒 X2軒 028～ 050 026～ 032 3号 と重複

5 N-30° ―W 200～ 205 1軒 X4軒 038～ 050 038～ 048 1 ・2・ 6号と重複

6 N-28°  WV 180～200 1軒 X3軒 040～ 070 052～ 068 1 ・5,7号 と重複

7 N-30°  Vヽ 1軒×3軒 028～ 032 〕30～ 046 土師器 6号 と重複

N-38° Aハ′ 1軒 X3軒 034～044 033～ 046

9 N-28° ―MI 200～ 21 1軒 X4軒 )35～040 030～ 050 溝状遺構と重複

1 不 明 N-27° ―E 380～ 42( tttX3軒 040～ 048 013～ 026 土師器・須恵器

1 N-14° ―W 565 350 2軒 X3軒 042～ 056 040～ 061
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○第 8地点
1号住居跡

○第10011地点

○第14地点

Tab.2 出土遺物観察表

No 器  種 残存率

法   量 調整 文様 調整 文様

胎  土口径/底径/脚裾径
胴部最大径/器高

外面/内面 外面 内面

| 弥生土器/甕 日縁部 ―/― /― /― /― ヨヨナデ タテハケ/ヨ コハケ ナデ 浅貢橙色 7 5hR8,3 橙色 5WR7イ8 荒い、1～ 3mm前後の粒子

2 弥生土器/甕 (303)/― /― /275/― ョコすデ タテハケ/ヨ コハケ ヨヨナデ 灰色 5Y4/1 灰色 5Ⅵ ll 荒↓＼1～ 3mm前後の粒子

3 弥生土器/甕 ―/― /― /― /一 ヨコナデ・ナデ/ナデ 掲灰色 10YttII 灰黄色 10YR‐ 11 少し荒し＼自雲母混入、lmm前後の粒子

4 弥生上器/甕 ―/― /― /― /一 ヨヨナデ ナナメハケ/ヨヨナデイナナメハケ 褐灰色 10hR411 灰黄褐色 10W踊 ,2 少し荒い、自雲母混入、lmm前後の粒子

5 弥生土器/甕 (350)/― /― /340/― 回転ナデ/回転ナデ 灰色 10XR8/2 灰色 10Ч肥/2 ldかい、 lmm前後の粒子、黒粒子

弥生上器/甕 ―/― /― /― /一 回転ナデ/回転ナデ 灰色 10Ⅵll 灰色 75Y5,1 組かt＼ lmm前後の粒子、黒粒モ

7 弥生土器/甕 ―/― /― /一 /― ヨヨナデ/ヨ ヨナデ 浅黄橙色 7 5WI竜813 にぶい橙色 7 5WR714 荒い、1～ 3mm前後の粒子、自雲母混入

8 弥生土器/甕 ―/― /― /― /― ヨヨナデ/ナデ にぶい桂色 5WR7μ にぶい黄糧色 lllYR713 荒い、1～ 2mm前後の粒子

弥生土器/甕 底部 ―/77-/― /一 風化/ナデ 浅黄橙色 10YR814 にぶい桂色 10ЧR7,2 荒t＼ 1～ 4mm前後の粒子

10 弥生土器/甕 ―/62/― /― /― ナデ/ナデ にぶい糧色 75R7,3 灰褐色 7 5YR516 荒い、1～ 4mm前後の粒子

11 弥生土器/甕 ―/67/― /― /― 磨き/ナデ 浅黄慢色 10W硝 ,3 浅黄橙色 10駅 8,3 荒i＼ 1～ 3mm前後の粒子

弥生土器/甕 ―/47/― /― /一 タテハケ後磨き/風化 灰黄色 10R712 灰白色 10hR8洵 少し荒い、自雲母混入、lmm前後の粒子

弥生土器/壷 日縁部 ―/― /― /― /― ヨコナデ/ 灰自色 10XR8/2 灰自色 10WR8,2 荒t＼ 1～ 3mm前後の粒子

弥生土器/壷 ―/― /― /― /一 タテハケ/ヨ コハケ ヨヨナデ 浅衷橙色 10Ч肥イ3 浅黄橙色 10YR8/3 少し荒ヤ＼自雲母混入、lmm前後の粒子

弥生上器/豆 ―/― /― /― /― ヨヨナデ・タテナデ/ヨ ヨナデ 浅黄橙色 751R8,6 灰自色 7 5WR812 荒t＼ 1～4mm前後の粒子、自雲母混入

弥生土器/壺 頸部 ―/― /― /― /一 ヨヨナデ ヘラ磨き/剥離 浅黄橙色 10hR8,3 褐灰色 10W踊 11 荒い、1～ 3mm前後の粒子

弥生土器/壺 胴部 ―/― /― /― /― ヨコナデ・ヘラ磨き/剥離 浅黄橙色 101R8/3 灰色 荒ャ＼1～ 3mm前後の粒子

弥生土器/壺 日縁部 ―/― /― /― /― ヘラ磨き/ナデ 浅黄橙色 101R8,3 褐灰色 10YRⅢ l 荒し＼1～ 3mm前後の粒子

弥生土器/壷 胴部～底部 ―/― /― /― /一 タテ ナナメハケ/ナデ 浅黄種色 75釈V3 浅黄橙色 7 5YR8,3 荒い、1～ 3mm前後の粒子

弥生土器/壷 底部 ―/― /― /― /― タテハケ後磨き/ナデ 浅黄橙色 10hR8,3 浅黄橙色 10WR3,3 少し荒い、自雲母混入

緞文土器/深鉢 日縁部 ―/― /― /― /― 山形押型文/原体条痕 山形押型文 にぶい賣篭色 10YR712 にぶい女性色 10�R7,2 細かい、1～ 3mmHl後の橿十、日要専疵人

縄文土器/深鉢 ―/― /― /― /― 山形押型文/原体条痕 山形押型文 浅黄橙色 10W肥 ,3 浅黄橙色 10YR8,3 細かい、自雲母 黒雲母混入

縄文土器/深鉢 ―/― /― /― /一 山形押型文/原体条痕'山形押型文 浅黄橙色 10Ч肥イ4 浅黄橙色 7 5YR8,3 細かい、自雲母'黒雲母混入

縄文土器/深鉢 ―/― /― /― /一 山形押型文/原体条痕.山形押型文 橙色 25W剛 6 にぶい橙色 5ЧR714 細力ヽ＼白雲母 黒雲母混入

縄文土器/深鉢 ―/― /― /― /― 山形押型文/ナデ にぶい篭色 5釈7μ 浅黄橙色 7 5XR8μ 細力ヽ 、ヽ自雲母混入

縄文土器/深鉢 胴部 ―/― /― /― /一 山形押型文/ヨ ヨナデ 橙色 25泣11618 橙色 75璃16 少し荒t＼ 1～ 4mmの粒子

縄文土器/深鉢 ―/― /― /― /― 山形押型文/ナデ 浅黄橙色 10XR8,3 にぶい貰種色 10釈 7'3 少し荒t＼ 自雲母'金雲母混入

縄文土器/深鉢 ―/― /一 /― /一 山形押型文/ヨ ヨナデ 種色 75Y7イ6 灰褐色 75Y411 細かい、自雲母 黒雲母混入

縄文上器/深鉢 日縁部 ―/― /― /― /― 楕円岬型文/原体条痕 楕円押型文 浅黄橙色 10WR8,3 浅黄橙色 10駅 8,3 細かt＼ 自雲母混入

縄文土器/深鉢 ―/― /― /― /― 楕田押型文/原体条痕'橋円押型又 灰色 7 5Ⅵ ll 灰色 細かい、自雲母多量混入

縄文土器/深鉢 ―/― /― /― /一 楕円押型文/ヨ ヨナデ 橙色 2 5WMお 黒褐色 75Y3,1 少し荒い、自雲母混入

縄文土器/深鉢 ―/― /― /― /― 楕円押型文/楕円押型文 ナデ にぶいモ色 5R7,4 明赤褐色 5WR516 荒い、自雲母混入

縄文土器/深鉢 ―/― /― /― /― 格子目押型文/ナデ 橙色 5Ч

“

16 明赤褐色 51R5お 少し荒t＼ 白雲母 金雲母混入

縄文土器/深鉢 ―/― /― /― /― 貝殻条痕文/ナデ 淡黄色 25Y8μ 灰自色 25Y8,2 少し荒い、自雲母混入

縄文土器/深鉢 ―/― /― /― /一 貝殻条反文/ナデ 淡黄色 淡黄色 25Y813 細かt＼ 自雲母多量混入

縄文土器/深鉢 胴部 ―/― /― /一 /― 貝殻条痕文/ナデ にぶい篭色 75N14 灰黄褐色 10報 6,2 少し荒い、自雲母 黒雲母

縄文土器/深鉢 ―/― /― /― /― 連続刺突・ナデ/ナデ 明赤褐色 2 5hR5,6 5WR4 4 少し荒し＼自雲母.黒雲母混入

縄文土器/深鉢 日縁部 ―/― /一 /― /― 綾杉文/ナデ にぶい准色 7 5YM14 橙 5散側お 少し荒い、自雲母混入

縄文土器/深鉢 ―/― /― /― /― 綾杉文/ナデ 浅黄橙色 10XR8μ にぶい桂色 10WR7,3 荒い、黒雲母'自雲母

縄文土器/深鉢 ―/― /― /― /一 綾杉文/ナデ 褐灰色 101R411 浅黄橙色 10W肥,3 少し荒t＼ 自雲母混入

縄文土器/深鉢 胴部 ―/― /― /― /一 綾杉 文 /ナ デ にぶい責と色 10hR613 褐灰色 10hR4れ 荒ャ＼白雲母 黒雲母混入

縄文上器/渫鉢 日縁部 ―/― /― /― /― 貝殻条痕文 (石下斜め,/磨さ 灰自色 75散肥イ2 掲灰色 7 5YttД 少し荒い、自芸H混人

縄文土器/深鉢 ―/― /― /― /― 貝殻条痕文 (右下斜め)/ナデ 灰色 10Wlk711 浅黄橙色 101R83 少し荒い、白雲母'金雲母混入

縄文土器/深鉢 ―/― /― /― /― 貝殻条痕文 (右下斜め)後ナデ/ 灰自色 灰自色 10hR8,2 少し荒い、自雲母 金雲母混入

縄文上器/深鉢 ―/― /― /― /― 貝殻条痕文 (縦 右下斜め)/ナデ 浅黄橙色 7 5YR8,4 浅黄橙色 75散肥イ3 組かt＼ 自雲母 黒雲母'金雲母混入

縄文土器/深鉢 ―/― /― /― /― 貝殻条痕文 (右下斜め)/ナデ 灰褐色 5泣R4/2 浅黄橙色 75W則 3 細かい、自雲母,黒雲母混

縄文土器/深鉢 ―/― /― /― /一 貝殻条痕文/ナデ 灰自色 10R7れ 浅黄種色 10hR313 細かt＼ 自雲母 黒雲母混

縄文上器/深鉢 ―/― /― /― /― 貝殻条痕文 (横 右下斜め)/ナデ 掲灰色 10YR4,I 灰白色 10釈 V2 少し荒い、自雲母混入

縄文上器/深鉢 ―/― /― /― /― 貝殻条痕文 (横)/磨き 掲灰色 10XR5川 褐灰色 10W隠れ 少し荒t＼ 自雲母混入

縄文上器/深鉢 ―/― /― /― /一 貝殻条痕文 (横 )/ナデ 灰白色 7 5hR8れ にぶい貰種色 10散R7″ 少し荒い、自雲母'黒雲母混入

縄文土器/深鉢 ―/― /― /― /― 貝費腹縁による連続刺宍.貝殻条痕文/ナデ 10XR7″ にぶい黄笹色 10YR712 細かい、自雲母 金雲母混入

縄文土器/深鉢 ―/― /― /― /― 貝殻腹縁による連続刺突 貝設条反文/ナデ 灰自色 10hRi,1 浅黄橙色 10W鞘イ3 少し荒い、自要母混入

縄文土器/深鉢 ―/― /― /― /一 貝殻腹縁による連続刺突 貝殻朱反文/ナデ 浅黄橙色 75Ч昭イ4 浅貢橙色 751R8μ 細わヽ 、ゝ自雲母混入

縄文土器/深鉢 ―/― /― /― /― 貝殻腹縁による連続刺突 員殻条rR文 /ナデ 褐自色 10R6れ 褐自色 10W隠れ 細かい、自雲母混入

縄文土器/深鉢 ―/― /― /― /― 目我鹿縁による連続刺突.員殻条戻文/ナデ 浅黄橙色 751R8,3 灰自色 10WR7/1 細んヽ 、ヽ自雲母混入
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No 器  種 残存率

法   量 調整 。文様 調整・文様

胎   土口径/底径/脚裾径
胴部最大径/器高

外面/内面 外面 内面

縄文土器/深鉢 打同部 ―/― /― /― /― 貝殻腹縁による連続刺突/ナデ 浅黄橙色 7 5hR8,3 浅黄捜色 75W昭潟 細力ヽ＼白雲母混入
縄文土器/深鉢 ―/― /― /― /― 貝殻条痕文/ナデ 浅黄橙色 7 5hR8μ 浅黄橙色 75W肥,3 少し荒i＼ 自要母 .黒雲母混ス
縄文土器/深鉢 ―/― /― /― /― 貝殻条痕文/ナデ 浅黄橙色 7 5XR8 3 浅黄橙色 7 5hR8 4 細かい、自雲母混入
縄文土器/深鉢 ―/― /― /― /― 山形押型文/ナデ 褐自色 7 5WR5/1 浅黄橙色 75Ч肥/3 少し荒い、自雲母 黒雲母混入
縄文土器/深鉢 日縁部 ―/― /― /― /― ナデ/ナデ 浅黄橙色 10Ⅲ剛 3 灰白色 10YR8ρ 細力ヽ＼白雲母多量混入
縄文上器/深鉢 ―/― /― /― /一 ヨコナデ/ヨ コナデ 灰自色 10WR7/1 灰自色 751R8A 荒い、1～ 3mm前後の粒子
縄文土器/深鉢 ―/― /― /― /― ナデ/ナデ 褐灰色 101R5A 褐灰色 10泣R6/1 少し荒t＼ 白雲母 黒雲母混入
縄文上器/深鉢 ―/― /― /― /― ヨコナデ/ヨ コナデ 褐灰色 t伽R守 1 灰白色 10W肥/2 細かい、自雲母混入、自粒子
縄文土器/深鉢 ―/― /― /― /― ナデ/ナデ にぶい獲色 75R7お にぶい造色 7 5YR7“ 荒ヤ＼自雲母 黒雲母、自粒子
縄文土器/深鉢 胴部 ―/― /― /― /― ナデ/ナデ 浅黄橙色 75W肥イ3 褐灰色 7 5YR4 1 細かい、自雲母・黒雲母、自粒子
縄文土器/深鉢 ―/― /― /― /― ナデ/ナデ 浅黄橙色 751R34 淡黄色 2 5YV3 細かい、自雲母・黒雲母、自粒子
縄文土器/深鉢 ―/― /― /― /― ナデ/ナデ 浅黄橙色 7「DIR8 4 灰白色 101R82 細かい、自雲母 黒雲母混入
縄文土器/深鉢 ―/― /― /― /― ナデ/ナデ 浅黄橙色 7 5hR8れ 灰自色 10Wttρ 細力ヽ＼自要母 黒雲母混入
縄文土器/深鉢 底部 ―/― /― /― /― ナデ/ナデ 橙色 251R6,8 浅黄橙色 75W則 4 細かt＼ 自雲母.黒雲母混入
縄文土器/深鉢 ―/― /― /― /一 風化/風化 浅黄種色 10W肥イ3 黄橙色 101R813 荒い、1～ 3mm前後の粒子
縄文土器/深鉢 ―/― /― /― /― 風化/風化 橙色 25釈i6 淡黄色 25Y8,3 細力!ヽ

縄文土器/深鉢 ―/― /― /― /― 磨き/ナデ にぶい橙色 2 5hR6,4 褐灰色 75猟げI 少し荒い、自雲母混入
縄文土器/深鉢 ナデ/ナデ 浅黄橙色 7 5YR8'6 灰白色 101R812 少し荒い、自雲母混入

古墳周溝

須恵器/大甕 4/5 242/― /― /439/(41 1) ヨヨナデ、11き、カキロ/同心円状当て具猿 恢色 7 5YR‐ /1 灰色 N41 細かし、自雲母.黒粒子混入
須恵器/短頸壺 4/5 71/― /― /― /68 回転ナデ、ヘラ切り底/回転ナデ 灰色 7働町 1 灰色 7 5h R6れ 細かい、自雲母.黒粒子混入
須恵器/短頸壼 完形 71/― /― /― /67 回転ナデ、ヘラ切り底/回転ナデ 灰色 灰色 細力ヽ＼自雲母 黒粒子混入
須恵器/短頸壷 63/― /― /― /645 回転ナデ、ヘラ切り底/回転ナデ 灰色 NV 灰色 Nw 細かし、自雲母 黒粒子混入
土師器/高郷 郷都欠損 ―/― /132/― /― ヘラ磨き/回転ナデ、ヘラ磨さ 赤橙色 浅芸橙色 75Ч卿 6 細かい、自雲母混入
土師器/鉢 完形 103/55/― /― /65 ヘラ磨き/ヘラ磨き 明赤掲色 5WR5/6 明赤褐色 51RV6 細力ヽ 、ゝ自雲母多量混入

○第17地点
弥生土器/甕 日縁部 ヨヨナデ/ヨ ヨナデ 浅貢種色 751R8/3 浅貢橙色 751R8β 少し荒ヤ(白雲母混入
弥生上器/甕 胴部 ―/― /― /― /一 横方向 縦方向ハケロ/ナデ 灰自色 101R8/2 浅黄燈色 751R814 荒t＼ 1～ 3mm前後の粒子

土帥器/イ 2ノ/3 108/6げ―/― /23 回転ナデ/ナデ 浅黄種色 751R8'3 残東種色 7 5YRS/3 細かい、自雲母混入
97 土師器/イ 完形 80/50/― /― /22 回転ナデ/ナデ 橙色 51R6/6 橙色 5hR6 6 細力ヽⅢ、自雲母混入
土lT器/邦 底部 ―/― /― /― /― 風化/風化 浅黄橙色 7 5YR8 4 浅茨獲色 7 5YR8 4 細かい、自雲母多量混入
土lW器/郷 ―/― /― /― /― 糸切り底/ナデ にぶい強色 5YR酔 にぶい桂色 5駅6れ ldfかい、自雲母多量混入
染付/椀 ―/51/― /― /― 明緑灰色 10Gη l 明緑灰色 10GY71
土師器/邦 ―/55/一 /― /― 回転ナデ、ヘラ切り底/回転ナデ にぶい桂色 51R74 橙色 5隠ヽ 5 細力ヽ＼自雲母多量混入

○第26地点
柱穴群

1号土境墓
肥 1細 /椀 l ν4 1+府府府  |     1聴 灰色1獅凹 11噺灰色lh朗11肺

3号土境墓

○第39地点
1号住居跡

陶器/甕 日縁部 ヨコナ デ //ヨ ヨナ デ 灰禍色 5R5,2 褐灰色 10RVI 制つ】い、日剋す混八
白磁/椀 1/2 102/39/― /― /52 灰自色 75Y8/1 灰自色 75Y3/1 llfかい

染付/皿 完形 100/28/― /― /27 明オサーな色 5GW洵 研オサー叛色
染付/皿 102/40/― /― /26 明緑灰色 7 5CY7,1 明緑灰色 7 5GY7/1
青磁/椀 日縁部 ―/一 /― /― /― オサーブ灰色 10Y512 オリーブ灰色 10Y5″
青磁/盤 ―/― /― /― /― オ,―ブ灰色 10巧″ オ,―ブ灰色
染付/猪日 完形 ―/― /― /― /― 灰自色 10YR8/2 灰白色 101R8/2

その他

土HII器/不 底部 ―/― /― /― /― ヨヨナデ、ヘラ切り医/ヨ ヨナデ にぶいせ色 7 5WR7殉 にぶい鸞れ 751R‐ 4 綱かい、自雲母多量混入
1 土師器/邪 ―/― /― /― /一 ヨヨナデ、ヘラ切り底/ヨ ヨナデ にぶい糧色 51Riれ にぶい橙色 7 5WR7μ 細力ヽ

2 青磁/椀 口縁部 ―/― /― /― /一 緑灰色 5G6,1 緑灰色 5CVl

青磁/椀 ―/― /― /― /― オザーブ及色 5CYα l オサープ灰色 5GⅥ,1
4 陶器/皿 完形 (81)/44/― /― /21 灰自色 75W瑚 2 灰白色 7 5WItt12

弥生土器/奏 日縁部 ―/― ―/― ヨヨナ デ //ョ コナ デ 橙色 5R邪 橙色 5Ylt7/6 焉い、1～3mm前後の粒子、金雲母.自雲母

弥生土器/養 ヨコナデ/ヨ ヨナデ にぶい構色 5hRiイ3 にぶい橙色 5WR7μ 荒い、1～ 3mm前後の粒子、百雲母混入
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No 器 種 残存率

法 量 調整・文様 調整・文様
ム
ロ 土口径/底径/脚裾径

胴部最大径/器高
外面/内面 外面 内面

7 弥生土器/甕 胴部 ―/― /― /― /― ヨヨナデ/ヨ ヨナデ にぶい橙色 5WR7/3 にぶい橙色 51Ri 4 荒い、1～ 3mm前後の粒子、自雲母混入

弥生土器/賽 日縁部 ―/― /― /― /一 ヨヨナデ/ヨ ヨナデ 糧色 2 51Ri,8 橙色 7評6イ 8 荒サ＼1～3mm前後の粒子、金雲母 自雲母

9 弥生土器/甕 ―/― /― /― /― ヨヨナデ/ヨ ヨナデ にぶい糧色 5R714 にぶい畿色 5駅7μ 細かい、 1～ 2mm前後の粒子

弥生土器/甕 胴部 ―/― /― /― /― ヨヨナデ/ナデ 種色 75Ⅵイ6 灰黄褐色 10YRV2 荒ヤ＼2～ 5mm前後の粒子、金雲母 白雲母

21 弥生土器/費 胴部 ―/― /― /― /一 ヨヨナデ/ヨ ヨナデ 種色 5報7/6 にぶい竜色 7 5hR6μ 荒十＼1～3mm前後の粒子、金雲母 自雲母

弥生土器/甕 胴部 ―/― /― /― /― 方テハケ/ナデ 浅黄橙色 751R8/3 灰貢褐色 10熙11 荒↓＼1～ 3mm前後の粒子、自雲母混入

弥生土器/壺 日縁部 50/― /― /― /一 竹連続刺突 ヨヨナデ/ヨ ヨナデ にぶい貫種色 10Y瑚2 にぶい橙色 7 5YR7,3 少し荒い、自雲母混入
弥生土器/鉢 50/― /― /― /― タテハケ/ヨ ヨナデ にぶい橙色 5WR7μ 浅黄橙色 75W瑚 4 荒t＼ 1～3mm前後の粒子、金雲母`自雲母

弥生土器/鉢 (159)/― /―/(169)イ ヨヨナデ後タテハケ.磨き/ヨヨナデ、磨さ 灰自色 10報 812 灰白色 101R8,2 細力ヽ 、ヽ自雲母混入

○第51地点
1号住居跡

○第52地点
1号土境墓

土師器/甕 日縁部 (210)/― イー/(215)/― ヨヨ ナナメハケ ヨヨナデ/ヨ ヨナデ 浅貢橙色 7 5Ylt8 4 浅黄橙色 7 5hR8,3
を
加 3mm前後の粒子

土師器/甕 (205)/― /― /201/― ナナメ叩き ヨヨナデ/ヨヨナデ、ナデ 浅黄澄色 10R8'4 橙色 7 5Yi 6
普
川 5mm前後の粒子

土師器/甕 (179)/― /― /― /― ヨヨナデ,ナデ/ヨ ヨナデ 淡黄色 5YR8 4 浅黄橙色 75Y郎,3
昔
加 5mm前後の粒子、自雲母混入

土師器/甕 3/ (150)/80/―/163/172 ヨヨナデ、ナナメナデ/ヨヨナデ、タテナで 浅黄橙色 7 5LR8お 浅黄橙色 101R8,4
せ
れ ～5mm前後の粒子、自雲母混入

土lT器 /甕 日縁部 (178)/― /―イ(206)イ 風化/ヨ ヨ・ナナメナデ 浅黄橙色 7 5hR8,3 黄自色 25ⅥイI と
加 ～5mm前後の粒子、自雲母混入

土師器/甕 底部 ―/118/― /― /― ヨヨナデ 木ノ菜痕/ナデ 浅黄澄色 7 5XR8,3 灰自色 25W則 3
苦
川 ～5mm前後の粒子、自雲母混入

土師器/甕 ―/117/― /― /― ヨヨナデ/ヨ ヨナデ にぶい澄色 5YR6114 にぶいせ色 5世R94 荒I＼ 2～ 5mm前後の粒子

土師器/甕 ―/― /― /― /― ヨヨナデ/ヨコナデ 浅黄橙色 7 5YR8μ 浅黄橙色 75W門μ 荒t＼ 1～ 5mm前後の粒子

土師器/甕 ―/59/― /― /一 タテナデ/ヨ ヨ.ナナメナデ にぶい責桂色 10WR713 黄灰色 25Y6/1 荒t＼ 1～ 5mm前後の粒子、白雲母混入

土師器/甕 ―/95/― /― /― ナデ/ヨ コナデ 浅黄橙色 101R8μ 灰色 7 5WR5,1 荒い、1～6mm前後の粒子、黒雲母 白富母

土師器/鉢 口縁部 ―/― /一 /― /― 風化/風化 浅黄橙色 751R8イ 4 浅黄橙色 75W剛 4 荒い、1～ 5mm前後の粒子、自雲母混入

土師器/鉢 ―/― /― /― /― 風化/風化 浅黄橙色 7 5YR814 浅黄橙色 75W門μ 荒t＼ 1～ 5mm前後の粒子、自雲母混入

土師器/鉢 3/5 109/15/―/12 VH 3 風化/風化 浅黄橙色 10Y嘲J 浅芸橙色 10YR8,4 荒い、1～ 5mm前後の粒子

須恵器/邪身 1/2 128/60/― /― /37 回転ナデ ヘラ切り底/回転ナデ 灰色 灰色 細かI＼ 1～ 3mm前後の粒子

土師器/椀 冗形 124わ 0/― /― /43 ナデ/ナデ 種色 51R7/6 笹色 5Ylt7,6 細かい、金雲母多量混入

須恵器/高台付椀 147/96/― /― /46 回転ナデ/回転ナデ 灰黄色 25Y611 灰黄色 25Y6イ 1 細かい、黒粒子混入

○第53地点
1号掘立柱建物跡

○第60地点
1号住居跡

○第62地点
1号住居跡

○第65地点
1号住居跡

1師器/邦 底部 ―/52/― /― /― 回転ナデ/回転ナデ 浅貢種色 10釈 8,3 浅黄橙色 10hR8潟 luかぃ

土師器/1TN ―/― /― /― /― 回転ナデ/回転ナデ 種色 2 5WR6イ8 橙色 25W昭お 細かし＼自雲母混入

須恵器/甕 胴部 ―/― /― /― /― 叩き/同心円状当て具痕 灰色 25Y5'1 灰色 25Y5,1 細力ヽ 、ヽ黒粒子混入

弥生土器/費 3/5 (240)/681-/― /294 タテ.ナナメハケ、ヨヨナデ/タテ.ナナメ
'ヽ

ケ 浅貢種色 10hR8 4 浅黄橙色 101R8,3 荒い、1伐 5mm前後の粒子、日雲甘混人

弥生土器/甕 日縁部 ―/― /― /― /― かテハケ、ヨヨナデ/ヨ ヨナデ 橙色 51Riお 浅黄橙色 7 5hR3/3 荒い、1～ 5mm前後の粒子

弥生土器/器台 底部 ―/145/― /― /一 タテハケ、ヨヨナデ/ヨ ヨナデ.ナデ 糟色 51Ri'6 橙色 51Riイ6 荒い、1～ 5mm前後の粒子、自雲母混入

弥生土器/甕 日縁部 325/― /― /― /一 連続列目、タテハケ/ヨ ヨナデ ナナメハケ 明貢禍色 10ЧR7お にぶい貢種色 1研Rv3 荒I＼ I～6mm前後の粒子、黒雲母 自雲母

弥生土器/甕 210/― /一 /― /― 連続列目、タテハケ/ヨヨナデ'ナナメハケ にぶい橙色 5釈7,4 橙色 5駅V6 細拘ヽ 、ヽ1～ 3mm前後の粒子

弥生土器/賽 ―/― /― /― /― 連続刻目、かテハケ/ヨ コハケ 橙色 25鶴16 橙色 5Wヽイ6 荒い、1～6mm前後の粒子、黒要母'自雲母

弥生土器/甕 ―/53/― /― /― 連続刻目、タテハケ/ヨ ヨナデ ナナメハケ にぶい造色 7 5XR7μ にぶい桂色 7 5WR7μ 細かi＼ 1～ 2mm前後の粒子

弥生土器/甕 底部 ―/70/― /― /― タテハケ/ナデ 橙色 75Y7お にぶい橙色 7 51Riμ 細かい、1～ 3mm前後の粒子

弥生土器/奏 ―/― /― /― /一 ケテハケ/ナデ 浅黄橙色 10YR8,4 浅黄橙色 10Wttμ 少し荒い、自雲母
.金雲母

弥生土器/重 頭部 ―/― /― /― /― かテハケ/ナデ 明黄褐色 10R716 明貢褐色 10YⅣ16 細かい、1～2mm前後の粒子

弥生上器/壷 打同部 ―/― /― /― /― ヘラ磨き/ナデ 浅黄橙色 10YR8,3 浅黄橙色 101R813 少し荒い、自雲母混ス

弥生土器/喬 日級召

`

254/― /― /― /― タテ・ヨコハケ/ヨ コハケ にぶい橙色 7 5YR714 にぶい責琶色 10Yki,3 荒い、1～ 3mm可後の冠十

弥生土器/甕 235/― /― /― /― 凹線、タテ・ヨコハケ/ヨ ヨナデ 明褐灰色 7 5WR7'2 明褐灰色 7 5WR7/2 細力ヽ 、ヽ1～ 3mm前後の粒子、自雲母混入
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No 器  種 残存率

法  量 調整・文様 調 整 文様

胎  土口径/底径/脚裾径
胴部最大径/器高 外面/内面 外面 内面

弥生土器/甕 胴部 ―/― /― /― /― 亥」目突帯、ヘラエ具による連続 掲灰色 5駅6れ 灰褐色 5R5,2 少し荒い、1～ 3mm前後の粒子、自―i母混入
弥生土器/甕 日縁部 ―/― /― /― /― ヨヨナデ後層き/ヨ コハケ後磨き、ナデ にぶい橙色 7 5WR7,4 浅黄橙色 7 5YR8/4 細力ll＼ 1～ 2mm前後の粒子
弥生土器/甕 ―/― /― /― /― ヨヨナデ、ナナメハケ/ヨ コハケ、ナデ にぶい橙色 5�R714 浅黄橙色 10釈7,3 荒い、1～2mm前後の粒子、自雲母金雲母混入
弥生土器/甕 底部 ―/49/― /― /― ヨコナデ、ヘラ磨き/ナデ 黒褐色 25Y311 黄灰色 25Y守 1 細かt＼ 1～ 5mm前後の粒子、自雲母混入
弥生上器/甕 ―/54/― /― /一 ナデ/ナデ にぶい篭色 7 5YR714 浅黄橙色 7 5hR3/3 荒い、2～ 3mm前後の粒子
弥生土器/壷 日縁部 ―/― /― /― /― 凹線、ヨヨナデ/ヨ ヨナデ 灰黄褐色 10WR6/2 灰黄褐色 10釈6/2 少し荒ヤ＼1～ 3mm前後の粒子
弥生土器/重 ―/― /― /― /― 鋸歯状沈線、ヨヨナデ、ヨコハケ/ヨヨハケ にぶい橙色 7 5YR6μ にぶい篭色 75釈6μ 荒i＼ 2～ 5mm前後の粒子、金雲母混入
弥生上器/壷 頸部 ―/― /― /― /一 ヨヨナデ、タテハケ/ナナメハケ 浅黄橙色 7 5XR8μ 灰自色 細かヤ＼1～ 2mm前後のIli子、自雲母混入

弥生土器/鉢 底部 ―/120/― /― /― ヨコハケロ/ヨ コハケ、ナデ 10YR7/3 にぶい貰種色 10YR7,3 細かt＼ 1～ 3mm前後の粒子、自雲母・Ft入
弥生土器/鉢 ―/107/― /― /― ヘラ磨き、ヨコナデ/ナデ 灰自色 反自色 荒セゝ 1～2mm前後の粒子、自雲母混入

2号住居跡
弥生土器/甕 日縁部 (284)/― /― /― /― タテ・ヨヨハケ/ナナメハケ 灰日色 10YR7,1 灰自色 10散R7/1 荒t＼ 4～ 7mm前後の粒子、金雲母

弥生土器/甕 ―/― /― /― /― ヨヨナデ、ヨヨ ナナメハケ/ヨ コハケ 橙色 5YR7,6 橙色 7 5YR716 荒↓＼1～ 5mm前後の粒子、自雲目
弥生土器/甕 底部 ―/63/― /― /― タテ ナナメハケ/タテ ナナメハケ 灰自色 10颯 7,1 褐灰色 10W馳れ 荒い、1～4mm前後の粒子

1 弥生土器/養 ―/88/― /― /一 ヨコ タテハケ、ヘラ磨き/ナデ 10YR7,4 灰黄褐色 10Y躙 /2 荒い、1～4mm前後の粒子
弥生土器/壺 胴部 ―/― /― /― /― タテ'ナナメハケ/ナナメハケ 10YR714 灰黄褐色 10YR6' 少し荒t＼ 1～ 3mm前後の粒子、自雲母

○第69地点
縄文土器/深鉢 日縁部 貝 殻 条 反文 /ヨ ヨナデ 褐灰色 10YR5/1 k日色 10YR8/2 荒い、自雲母 黒要母
縄文土器/深鉢 ―/― /― /― /― 貝殻条痕文/ナデ 浅黄橙色 7 5YR8,3 灰自色 7 5YR8/2 少し荒t＼ 自雲母混入

縄文土器/深鉢 ―/― /― /― /― 貝殻条痕文/ヨ コナデ 浅黄橙色 75R8,3 浅黄橙色 751R8/3 荒ヤ＼自雲母 黒雲目
縄文土器/深鉢 ―/― /一 /― /一 貝殻条痕文/ヨ コナデ 淡黄色 25Ⅷ13 灰白色 25W肥″ 少し荒サ＼自雲母lFt入、白粒子
縄文土器/深鉢 ―/― /― /― /― 貝殻条痕文/風化 浅黄橙色 7 5Wttμ にぶい橙色 7 5YR7/4 少し荒iゝ 自雲母混入、自粒子

縄文土器/深鉢 打同部 ―/― /― /― /一 貝殻条痕文/ナデ にぶい橙色 7 5YR7,4 にぶい磋色 7 5YR714 少し荒い、1～3mm前後の粒子、金雲母混入
縄文土器/深鉢 ―/― /― /― /― 貝殻条痕文/ナデ にぶい橙色 7 5WR714 にぶい橙色 7 5WR6/4 少し荒い、1～3mm前後の粒子、金雲母規入
縄文土器/深鉢 日縁部 ―/― /一 /― /― ヨヨナデ/ヨ コナデ 灰白色 10釈 8,2 浅黄橙色 10hR814 細力ヽ k白雲母混入
縄文土器/深鉢 ―/― /― /― /― ヨコナデ/ヨ ヨナデ にぶい橙色 7 5YR714 にぶい篭色 5釈7μ 少し荒ヤ＼自雲母lFL入、自粒子
縄文土器/深鉢 ―/― /― /― /― ナデ/ヨ コナデ にぶい強色 75釈

‐
14 にぶい橙色 75釈7μ 荒t＼ 自雲母混入、自粒子

縄文土器/深鉢 ―/― /― /― /― ナデ/ナデ にぶヤ鳩色 5YR7μ にぶい橙色 5YR714 荒い、自雲母 黒雲母
縄文土器/深鉢 月同部 ―/― /― /― /一 風化/ナデ にぶ↓)橙色 7 5YR714 にぶい澄色 7 5YR713 少し荒い、自雲母混入、自粒子
縄文土器/深鉢 ―/― /― /― /一 ナデ/ナデ 浅衷笹色 75報 8μ 明褐灰色 7 5YR7/1 少し荒い、自雲母混入、自粒子
縄文土器/深鉢 底部 ―/― /― /― /― ナデ/ナデ 浅黄橙色 7 5YRV3 灰自色 75W弼″ 少し荒t＼ 自雲母混入、自泣子
縄文土器/深鉢 ―/― /― /― /― ナデ/ナデ 浅黄橙色 7 5Ytt14 浅黄橙色 7 5YR8μ 少し荒↓＼自雲母混入、白粒子
縄文土器/深鉢 ―/― /― /― /― ナデ/ナデ 浅黄橙色 10Y瑚4 淡黄色 25Ⅶ 13 少し荒t＼ 自雲母混入、自粒子
縄文土器/深鉢 ―/― /― /― /― ナデ/ナデ 浅黄橙色 75W弼イ4 浅黄橙色 7 5YR8/3 少し荒t＼ 自雲母混入、自粒子

1号住居跡
弥生土器/重 日縁部 ―/― /― /― /― タテハケ/ヨ ヨナデ 淡黄色 25Y8,3 淡黄色 25Ⅶ 13 ダしえヤ＼日要H攪八

弥生土器/壷 ―/― /― /― /― タテハケ/ヨ コハケ 浅黄橙色 10YR813 灰自色 75R8,2 lllか t＼ 自雲母混ス
弥生土器/壷 打同部 ―/― /― /― /― ナデ/ナデ 灰白色 7 5YR8,2 掲灰色 7 5YR6/1 少し荒い、1～3mm前 後の泣子 白雪母温ス

2号住居跡
縄文土器/深鉢 日縁部 ―/― /― /― /― ヨヨナデ/ヨ ヨナデ 掲灰色 10YR411 灰白色 10YltS/2 ダし元ヤ＼日要H撹人

縄文土器/深鉢 底部 ―/― /― /― /― ヨヨナデ/ナデ 禍灰色 75R5れ 褐灰色 7 5YR5/〕 荒い、金雲母 白雲母混入

1号土境墓
弥生土器/甕 日縁部 ―/― /― /― /― ヨすナデ、iタテナデ/ヨ ヨナデ ナデ 灰自色 75硝12 灰白色 7 5iR8の 制力■ゝ 日妥付罷′

弥生土器/甕 ―/― /― /― /― ヨヨナデ、タテナデ/ヨ コナデ ナデ 灰自色 7 5YR8″ 灰自色 7 5YR8,2 細か↓＼白雲母混入

弥生土器/壷 ―/― /― /― /― 風化/風化 橙色 5獣 7イ 5 橙色 5YR7,5 細かt＼ 白雲母.黒雲母
248 弥生土器/壺 頸部 ―/― /― /― /― 風化/風化 橙色 5釈716 浅黄橙色 7 5YR8/6 細かセ＼自雲母混入

弥生土器/壺 底部 ―/62/― /― /― ナナメハケ/風化 10R712 灰自色 75釈8″ 少し荒い、1～3mm前後の粒子、白雪母混入
弥生土器/鉢 ―/― /― /― /― ナデ/風化 にぶい橙色 7 5YR7,4 褐灰色 10YR6/1 荒t＼ 1～ 2mm前後の粒子 白雲母混入

2号土墳墓
弥生土器/甕 日縁部 ―/― /― /― /一 運続刻 日、又1目賽〒/ヨ ヨナデ にぶい桂色 5釈7μ にムい帝色 5Y民714 荒ヤ＼ 1～ 5mm前後の粒子
弥生土器/甕 胴部 ―/― /― /― /― タテハケ/タ テハケ 浅黄橙色 10YR8,3 褐灰色 10WR6/1 少し荒t＼ 自雲母多混入

3号土墳墓
2541弥生土器/甕 1 底部 |― /66/― /― /―   |ヨ ヨナデ/ナデ      1褐灰色 1 10YR6れ 1掲灰色 10R6れ 1荒↓＼卜2mm前後のよ子、白雲母混入

5号土境墓
弥生土器/鉢 辰罰

`

タテハケ/ヨ コナデ 灰日色 10YR7/2 灰自色 10YR7/2 少し荒い、自雲母多混入

弥生土器/壼 胴部 ヨヨナデ/ナデ 橙色 7 5YR5/6 浅黄橙色 75Y肥 /6 荒い、1～ 2mm前後の粒子、自雲母 黒雲母
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○第74地点
1号住居跡

○第31地点
1号住居跡

No 器  種 残存率

法   量 調 整 文様 調整 。文様

胎   土口径/底径/脚裾径
胴部最大径/器高

外面/内面 外面 内面

弥生土器/賽 1/2 263/53/― /238/295 タテハケ'ヨヨナデ/ナナメハケ、ヨヨナデ 浅黄橙色 7 5VR8,6 浅黄橙色 75W猛驚816 荒い、1～4mm前後の粒子、自雲母混入

弥生土器/賢 日縁部 180/― /― /160/― タテハケ ヨヨナデ/ナナメハケ、ヨヨナデ にぶい澄色 5釈7μ 橙色 25R716 荒い、1～ 3mm前後の粒子、自雲母混入

弥生土器/賽 ―/― /― /― /一 ヨヨナデ/ヨ コナデ 灰褐色 75R5″ 灰褐色 7 5XR5,2 4冊力ヽⅢ、1～ 3mm前後の粒子、自雲母混入

弥生土器/甕 ―/― /― /― /一 ヨコナデ/ヨ コナデ 浅黄橙色 101R8μ 浅黄橙色 10YR8れ ～3mm前後の粒子

177 弥生土器/畜 ―/― /― /― /― ナナメハケ、ナデ/ナナメハケ にぶい橙色 5YR脇 にぶい橙色 5WR714
ど
れ ～3mm前後の粒子、自雲母混入

弥生土器/甕 ―/― /― /― /― ケテナデ/ヨ コナデ 黒褐色 10hR3″ 黄灰色
と
川 ～3mm前後の粒子、自雲母混入

弥生土器/甕 底部 ―/70/― /― /― ナデ/ナデ 浅黄橙色 10hR813 黒色 10Y側 7れ
士
加 ～4mm前後の粒子

弥生土器/番 ―/65/― /― /― ナデ/ナデ 橙色 5YR7/6 橙色 7 5YR616 細力ヽ＼2～3mm前後の粒子、 自雲母混入

弥生土器/甕 ―/40/― /― /― 風化/風化 浅黄橙色 75釈 8,3 浅黄橙色 7 5hlR8,3
き
加 1～ 4mm前後の粒子、自雲母混入

弥生土器/甕 ―/38/― /― /― 風化/ナデ 明褐灰色 10WR7,1 明掲灰色 10hR7,1 荒い、1～ 3mm前後の粒子

弥生土器/甕 ―/48/― /― /― ナデ/ナナメハケ、ナデ にぶい橙色 75R7μ にぶい桂色 7 5YR7,4 細力ヽ 、ヽ2～ 3mm前後の粒子、自雲母lFL入

弥生土器/奏 ―/― /― /― /― ナデ/ナデ、ヘラ状工具による調整 浅黄橙色 75釈 8,4 浅黄橙色 75散卿 4 少し荒い、1～ 2mm前後の粒子、自雲母混入

弥生土器/甕 ―/37/― /― /― ナナメハケ、ナデ/ナデ 浅衰橙色 7 5YR8/4 浅黄橙色 7 5hR8μ 細かt＼ lmm前後の粒子

弥生土器/甕 ―/39/― /― /― ヨコナデ/ヨ コナデ 浅黄橙色 7 5YR8,4 灰自色 75R8,2 荒い、1～ 4mm前後の粒子、自雲母混入

弥生土器/コ ッ刻メ ―/― /― /― /一 ヘラ磨き/ヨ コ・ナナメハケ 浅黄橙色 75批則 3 浅黄橙色 7 5XR813 少し荒い、1～4mm前後の粒子

弥生土器/壷 日縁部 180/― /― /― /― 風化、ヘラ磨き、ヨヨナデ/ナナメハケ、ヨヨナデ 浅黄橙色 7 5WR8/6 浅黄橙色 751R816 少し荒い、1～ 4mm前後の粒子、自雲母混入

弥生土器/壷 141/― /― /― /― ヨコ タテバケ.ヨヨナデ/ナナメハケ、ヨコナデ にぶい篭色 75釈 7,4 浅貢橙色 75Ч肥 13 少し荒い、2～ 3mm前後の粒子

弥生土器/臣 一/― /― /― /― 風化、運続沈線文/風化 浅黄橙色 75駅 8,4 浅黄穫色 75釈814 少し荒t＼ 2～ 3mm前後の粒子、自雲母混入

弥生土器/壷 ―/― /― /― /― 波状文、ヨコナデ/ヨ ヨナデ 掲灰色 10散馳れ 褐灰色 10Y町 1 少し荒い、自雲母 黒雲母混入

弥生土器/壺 ―/― /― /― /― ヨヨナデ/ヨ コナデ 橙色 5R7お 橙色 5ЧR7/6 少し荒い、1～3mm前後の粒子、自雲母FL入

弥生土器/重 ―/― /― /― /― 連続亥1目、タテハケ/ナナメハケ、ヨヨナデ 浅黄糧色 7 5YRV3 浅黄橙色 7 5YR813 細力ヽ ＼ lmm前後のli子

弥生土器/壷 顕部 ―/― /― /― /一 ナナメハケ、ヨヨナデ/ヨ コナデ、ナデ 橙色 5WR7/6 浅黄構色 751R816 少し荒t＼ 1～ 2mm前後の粒子

弥生土器/壷 ―/― /― /― /― 歩テハケ、刻目突帯/ナナメハケ 橙色 5YR616 橙色 5W悧,6 細かt＼ I～ 3mm前後の粒子、自雲母混入

弥生土器/重 胴部 ―/― /― /― /― ナナメハケ/ナナメハケ 橙色 25醍18 褐灰色 少し荒い、1～3mm前後の粒子、白雲母混入

弥生土器/壷 底部 ―/― /― /― /― ナナメハケ、ナデ/タテ ナナメハケ 浅黄橙色 10W肥イ3 浅黄橙色 10XR8/3 細力ヽ＼自雲母 金雲母混入

弥生土器/壷 ―/― /― /― /一 風化/ナデ 壁色 2 5YR6,8 橙色 7 5YR7,6 少し荒い、1～2mm前後の粒子、白雲母混入

弥生土器/壷 ―/51/― /― /― ヘラ磨き/ヘラ磨さ 浅黄橙色 7 5hR8,4 黒色 75W躍,1 細かI＼ 1～ 2mm前後の粒子、自雲母混入

弥生土器/重 ―/37/― /― /― ナナメハケ/ナナメハケ 浅黄橙色 75Y瑚 4 明褐灰色 7 5YR711 4Ⅲかt＼ 1～ 3mm前後の粒子、自雲H混入

弥生上器/壷 ―/― /― /― /一 ナデ/ナデ 浅黄澄色 75R酔 明褐灰色 75釈 7れ ）
加 3mm前後の粒子、自雲母混入

弥生土器/壷 ―/― /― /― /― ,風化//サ風化 浅黄橙色 75W肥13 浅黄橙色 751R814
ど
加 ～3mm前後の粒子、自雲母混入

弥生土器/高 14N 不部 ―/― /― /― /― ヨヨナデ/ヨ ヨナデ後ヘラ暦き 浅黄橙色 10hR8,3 浅黄橙色 10Ч鞘 13 細かt＼ 自雲母 金要母混入

弥生土器/高 llN 邦部 ―/― /― /― /― ヨコナデ/ヨ コナデ 淡橙色 5VR8,4 淡澄色 5XR8μ 細力ヽ＼1～ 2mm前後の粒子、自雲母混入

弥生土器/高郷 ―/― /― /― /― ヨヨナデ/ヨ ヨナデ後ヘラ磨き にぶい澄色 75駅V にぶいrl色 75報 7,4 細力ヽ 、ヽ1～ 2mm前後の粒子、自雲母混入
弥生土器/高邪 ―/― /― /― /― ヘラ磨き/ヘラ磨き 浅黄橙色 75R8μ 浅黄橙色 7 5YR8μ 荒ヤ＼1～ 3nm前後の粒子、自雲母混入

弥生土器/高不 tll部 ―/― /― /― /― 風化、ヘラ磨き/ナデ 浅黄橙色 7 5YR8,4 浅黄橙色 7 5YR8,3 細かt＼ 自雲母混入

3/1生土器/高郷 ―/― /― /― /一 ヘラ磨き、ヨヨナデ/ヘラ磨き 橙色 5WR715 橙色 51Ri/5 細かヤ＼1～ 2mm前後の粒子

弥生土器/高邪 ―/― /― /― /一 ヘラ磨き/ヘラ暦き 浅黄橙色 75W則 3 浅黄橙色 7 5YR813 4H力■＼自雲母 金雲母混入

弥生土器/高邪 ―/― /― /― /― ヘラ磨き/ナナメハケ 浅黄糧色 75釈v3 灰褐色 75W稲/2 細かい、自雲母混入

弥生土器/高不 ―/― /― /― /一 ヘラ磨き/ナナメハケ 浅黄橙色 7 5YRV3 浅黄橙色 751R83 細かt＼ 自雲母混入

弥生土器/高邪 ―/― /― /― /一 ヨコナデ、ナデ/ナデ 浅黄橙色 7 5hR8,3 浅黄橙色 7 5XR813 細かt(lmm前後の粒子、自雲母 金雲母

2 弥生土器/高イ ―/― /― /― /― ヨコナデ/ヨ コナデ 浅衰種色 75W昭お 橙色 5YR7/6 細かし＼自雲母混入

弥生土器/高不 ―/― /― /― /一 縦方向ヘラ磨き、ヨコナデ/ナナメハケ、ヨコナデ にぶい整色 5YMイ 4 にぶい橙色 5N14 細力ヽ 、ヽ1～ 3mm前後の粒子、自雲母混入

2 5 弥生土器/高邪 ―/― /― /― /― ヨヨナデ/ヨ コナデ 橙色 5YRV6 橙色 5R716 細力ヽ 】、1～ 2mm前 後の粒子

6 弥生土器/ミニチュア 4/5 ―/― /― /― /― 風化/風化 浅貢橙色 7 5Ч R8,6 浅黄橙色 751R8/6 細かt＼ 1～ 2mm前後の粒子

土師器/賽 日総罰
`

―/― /― /― /― 風化、タテハケ/風化、ヨコハケ 天種色 10散肥 16 黄橙色 101R8イ6
モ
川 ～3mm前 後の粒子

258 土lT器/甕 ―/― /― /― /― ヨヨナデ/ヨ コナデ 浅黄IL4色 75釈 8,3 浅黄橙色 75Ч則 3
菩
川 ～3mm前後の粒子

259 土師器/甕 底部 ―/― /― /― /一 ヨコナデ/ヨ ヨナデ にぶい賣rl色 101R‐ 13 にぶい責橙色 10R7,3
警
川 ～2mm前後の粒子

土師器/甕 ―/63/― /― /― ヨ コナ デ ///ヨ コナ デ 浅黄橙色 101R8/3 浅黄橙色 7 5hR8,3 ～3mm前後の粒子

土師器/甕 ―/50/― /― /― 横・斜め方向叩き/ナデ 黄橙色 101R8,6 にぶい黄種色 10WR7,3
ど
れ 2mm前後の粒子

土師器/甕 ―/30/― /― /― ヨヨナデ/ナデ 浅貢橙色 7 5WR813 浅貢種色 751R8/3
さ
れ ～2mm前後の粒子

土師器/小型丸屋重 日縁部 ―/― /― /― /― 暦 き/ナ デ 浅黄橙色 10W昭イ4 浅黄橙色 10Ⅵ遮14 少し荒ヤ＼ lmm前後の粒子

上師器/小型丸底豆 ―/― /一 /― /― ヘラ磨き/ヘラ暦き 浅黄橙色 10釈8,4 浅黄橙色 10散卿 4
と
加 ～3mm前後の粒子

上師器/小型丸底豆 ―/― /― /― /一 ヨコナデ/ヨ コナデ 黄橙色 10hR8お 浅黄橙色 10XR8,4 細力ヽヽ

土師器/小型丸底豆 底部 ―/33/― /― /― タテハケ/ヨ コハケ、ヨヨナデ 浅黄橙色 10W則 4 灰黄褐色 10釈612
ど
川 ～2mm前後の粒子

ilW器/小型丸底豆 ―/(38)/― /― /― ヨヨナデ/風化 にぶい貰橙色 10YR7,2 にぶい黄種色 10釈 7ρ
と
川 ～2mm前後の粒子

土lT器/壷 ―/41/― /― /― 風化/風化 浅黄橙色 7 5YR8,3 浅黄橙色 75Y闇 3
普
加 ～3mm前後の粒子

土師器/壺 ―/― /― /― /一 風化/風化 浅黄橙色 7 5YR8'3 浅黄橙色 7 5YR8μ Ｆ
加 ～3mm前後の粒子
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No 器  種 残存率

法   量 調整 。文様 調整 。文様

胎  土口径/底径/脚裾径
胴部最大径/器高 外面/内面 外面 内面

土師器/高邪 日縁部 ―/― /― /― /― ヘラ磨き/ヘラ暦き にぶい責橙色 10YMμ 10状 i4 細かt＼ 自雲母混入

土師器/高邦 郷部 ―/― /― /― /― ヘラ磨さ/風化 浅黄橙色 10YR8/3 浅貢橙色 10hR8,3 細かt＼ 自雲母混入
土師器/高郷 ―/― /― /― /― ヘラ磨き/ヘラ磨き 橙色 75Y7,6 橙色 75Y7お 細力■

273 土師器/高不 ―/― /― /― /― ヘラ暦き/ヘラ暦き 浅黄橙色 751R84 浅黄橙色 10hR8,3 細カキヽ、 lmm前後の粒子
土師器/高不 脚部 ―/― /― /― /― ヨヨナデ、へら磨き?/ヘラ磨さ 浅黄橙色 101R83 浅黄橙色 10釈 8μ 荒ヤゝ 1～ 2mm前後の粒子
土HT器/高邪 ―/― /― /― /― ヘラ磨き/ナデ 浅貢橙色 10W側イ4 浅東捜色 101R83 細かい

276 土師器/高邦 脚部 ―/― /― /― /― 風化/風化 橙色 5Y“ 橙色 5Ч7/6 細かい、自雲母混入
土師器/高不 ―/― /― /― /― ナデ/ナデ 浅黄澄色 7548,4 浅黄橙色 75W肥16 細かい
土師器/高邦 ―/― /― /― /― ヨヨナデ/ヘラ磨き 灰黄褐色 101R62 にぶい責桂色 10YM13 細力|ヽ

土師器/高台付椀 4/5 150/87/― /― /60 回転ナデ、ヘラ切り底/回転ナデ 橙色 75Y″6 橙色 75Y7イ 6 細力ヽヽ

土師器/1TN 3/5 126/64/― /―海2 回転ナデ、ヘラ切り底/回転ナデ にぶい篭色 7 5YR砕 にぶい澄色 7 5WR7,4 luか t＼ lmm前後の粒子

2号住居跡
土帥器/賽 日豚部 303/― /― /― /― 模 '斜め方向叩き/ヨ ヨ ナナメハケ 浅東橙色 10YR814 浅貢橙色 75Y嘲 4 と川 ～3mm前後の粒子
土師器/甕 (189)/― /― /― /― ナナメナデ/ナナメナデ 浅黄橙色 10YR814 浅黄橙色 10釈84

ど
れ ～3mm前後の粒子

土師器/甕 ―/― /― /― /― 横・斜め方向叩き/ヨ ヨナデ 淡黄色 25X84 浅黄橙色 7 5hR8μ ど
れ ～3mm前後の粒子

土師器/甕 ―/― /― /― /一 横方向叩さ/風化 淡黄色 25Y84 淡黄色 25Y814 ど
れ ～2mm前後の粒子

土師器/賽 ―/― /― /― /― 横方向叩き/風化 種色 5R7,6 糧色 5YR7お ～3mm前後の粒子
上lT器/賽 ―/― /― /― /― 横方向叩き/ナデ 浅黄橙色 7 5YR8 4 橙色 5WR7,6

士
加 ～3mm前後の粒子

土lT器/甕 胴部～底部 ―/53/― /220/― ナデ/ナデ にぶい橙色 10R″ にぶい澄色 10WR7,3 荒い、2～4mm前 後の粒子
土師器/甕 底部 ―/37-/― /― ナデ/ナデ にぶいllM色 7 5hR8,4 灰黄褐色 10YRげ 2 荒い、1～ 3mm前後の粒子
土師器/甕 ―/62/― /― /― ナデ/ナデ 浅黄慢色 10YR8μ 浅黄惟色 10W則4 荒I＼ 1～ 3mm前後の粒子
土師器/甕ミニチェア ―力6/― /― /― ナデ/ナナメハケ にぶい桂色 751R84 浅黄橙色 1仙側潟 HIがい

土師器/小型丸底豆 日縁部 ―/― /― /― /― ヨコナデ/ヨ ヨナデ 浅黄種色 7 5YR8μ 浅黄橙色 10Ч肥μ lHかし＼自雲母混入
上師器/小型丸底重 完形 68/42/― /63/96 ヨコナデ/タ テ・ナナメハケ 浅東種色 10報解 浅黄橙色 10釈 8μ 細かい
土師器/小型丸底豆 68/― /― /84/110 丁写なヘラ磨き/ナデ 橙色 5釈

~6
橙色 5WR7/6 細かい、自要母混入

土師器/高イ 脚部 ―/― /― /― /― 風化/風化 浅黄橙色 10W肥 /4 浅黄橙色 101R84 細力■ヽ

土師器/高 14N ―/― /― /― /一 ヘラ磨き/ヘラ磨き 浅黄糧色 10XR8μ 浅黄橙色 101R8潟 細かし＼自雲母混入
上師器/高邪 ―/― /― /― /― ヘラ暦き/回転ナデ 明黄褐色 10YR716 明黄褐色 10ЧR7お 細力ヽ ＼日雲母混入

3号住居跡
土帥器/資 日縁都 (150)/― /― /― /一 ヨヨナデ/ヨ ヨナデ にムい帝付 5YR7/4 によい種色 5WR7μ 少し荒t＼ 1～ 3mm前後
土師器/甕 ―/― /― /― /― ヘラ磨き/ヨ ヨナデ 浅黄橙色 10hR8 8 灰色 75Y611 lHかい、自雲母混入
土師器/賽 ―/― /― /― /― ヨヨナデ/ヨ ヨナデ 灰色 NV 灰色 細かい

土師器/第 1/3 (141)/(65)/― /24 回転ナデ、ヘラ切り底/回転ナデ 浅黄橙色 75W肥μ 浅黄橙色 7 5XR8,4 細力ヽ 、ヽ lmm前後の粒子
土師器/邪 (136)/(74)/― /―/40 回転ナデ、ヘラ切り底/回転ナデ にぶい竜色 10Ri4 にぶい橙色 10N14 細かし＼ lmm前後の粒子
土師器/邦 1/5 ―/― /一 /―海2 ヨコナデ/ヨ ヨナデ 捜色 2 5WR6 6 褐灰色 10YR4 1 細かi＼ 角閃石混入
上師器/14N 底部 ―/69/― /― /― サ風化ノ/'風化 橙色 5釈″6 橙色 547'6 細かい、1～ 3mm前 後の粒子

302 土師器/邪 ―/― /― /― /一 ヨコナデ/ヨ ヨナデ 黒色 5WR1 7ア〕 橙色 5R7お 細かい、自雲母混入

上師器/郷 ―/― /一 /― /― ヨヨナデ/ヨ ヨナデ 浅黄橙色 10W卿4 浅黄橙色 10W則4 細力ヽヽ

土師器/製塩土器 日縁部 ―/― /― /― /― 風化/布 目 橙色 25W肥イ8 橙色 昆5泣悧/8 荒t(1～ 3mm前後の粒子

土師器/製塩土器 ―/― /― /― /― 風化/布 目 橙色 5hR618 橙色 25釈 6,8 荒い、1～ 3mm前後の粒子
と師器/布痕上器 ―/― /― /― /― 風化/布目 浅黄橙色 7 5YR8/6 橙色 5R″ 6 荒い、1～ 3mm前後の粒子

4号住居跡
土師器/甕 日豚司

`～

胴司
`

(272)/― /―/(278)/ ヨコ・ナナメハケ/風化 浅黄橙色 浅貢笹色 10YRbμ 荒 い、 2～ 5mm前 後 の小 石
土師器/甕 (182)/― /―/(190)/ 横・斜め方向叩き/ヨ ヨナデ 浅黄橙色 75W則 4 浅黄橙色 75W肥,4 荒い、2～ 4mm前後の小石多量
土師器/賽 日縁部 ―/― /― /― /― 横方向叩き、ヨコナデ/ヨ ヨナデ 浅貢橙色 10WR8 4 浅黄橙色 101R314 荒い、1～ 3mm前後の小石多量
土師器/甕 ―/― /― /― /― ヨヨナデ/ヨ ヨナデ、ナデ 浅黄橙色 10Wttμ 浅黄橙色 10駅躙 荒い、1～ 3mm前後の小石多量
土師器/甕 ―/― /― /― /― 横・斜め方向叩さ/ナデ 浅美糧色 10hR8μ 浅黄橙色 10YR8μ 荒い、1～ 3mm前後の小石多量
土師器/甕 胴部～底部 ―/― /― /(213)/44 横方向叩さ/タテ ナナメハケ にぶい黄造也 10RV3 浅黄橙色 10W卿 4 荒い、 1～4mm前後の小石
土師器/賽 底部 ―/28/― /― /一 槙万向Π「き、タテ .ナナメハケ/ナナメハケ 浅黄橙色 75W則 4 浅黄橙色 10Ч則 4 荒い、1～ 3mm前後の小石多量
土師器/費 ―/55/― /― /― 斜め方向叩き、ナデ/ナナメハケ 浅黄橙色 10W則3 浅黄橙色 10釈8,4 荒い、1～ 3mm前後の小石多量
土lT器 /甕 ―/― /― /― /― ナデ/ナデ 淡黄色 25W8,4 にぶい橙色 7 5YR814 荒い、1～4mm前後の小石多量
土師器/賽 ―/― /― /― /― ナデ/ナデ にぶい黄進色 10R713 浅黄橙色 75W則 4 荒い、1～ 3mm前後の小石多量
土師器/壷 胴部 ―/― /― /― /― 横方向叩き/ヨ ヨナデ 浅黄橙色 75Y瑚 3 浅黄橙色 751R8μ 荒い、1～ 2mm前後の小石多量
土師器/重 底部 ―/― /― /― /― 叩き後磨き/ナデ 淡黄色 25Y印 淡黄色 25Ⅶμ 荒い、1～ 3mm前後の小石多量
土師器/小型丸底豆 日縁部～胴部 ―/― /― /― /― 風化/風化 浅黄II色 7 5YR816 浅黄橙色 75W肥イ6 糸田力うい
土師器/小型丸底壺 完形 (60)/22/― /50/55 ヘラ層 き/ヨ ヨナデ、ナデ 浅黄授色 10R84 浅黄橙色 lttRv3 少し荒い、 1～3mm前後の小石
土師器/高郷 脚部 ―/― /155/― /― ヘラ磨き、風化/ナデ、ヨコハケ にぶい橙色 25粒肥/4 褐灰色 75鶴11 細かい、自雲母多量混入
土師器/高郭 ―/― /― /― /― ヘラ磨き/ヨ コナデ、風化 浅黄橙色 7 5hR8 4 淡橙色 5枇肥イ4 細かい、自雲母多量混入
土師器/高不 ―/― /― /― /一 ヘラ磨さ/ナデ、風化 浅黄橙色 10YR8 4 浅黄橙色 751R8,4 少し荒い、 1～ 2mm前後の小石
須悪器/甕 月同部 擬格子目状H口き/同心円状当て具痕 灰色 灰色 少し荒い、自雲母混入
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5号住居跡

No 器 種 残存率

法   量 調 整 文様 調整・文様

胎  土口径/底径/脚裾径
胴部最大径/器高

外面/内面 外面 内面

土師器/甕 底部 一れ4/― /― /― 横 斜め方向叩き/風化 浅黄橙色 10Y躙イ3 浅黄橙色 10YR813 少し荒ヤ＼ 1～ 2mm前後の粒子

土師器/甕 ―/(40)/― /― /― 浅黄橙色 7 5YR8イ 3 浅美橙色 7 5YR8,6 荒t＼ 1～ 3mm前後の粒子多量

土師器/二重日縁壺 日縁部 ―/― /― /― /― 風化/風化 橙色 2 5YMイ 8 橙色 5批R718 少し荒t＼ 1～ 2mm前後の粒子

土師器/高 llN 脚部 ―/― /132/― /― ヨヨナデ後タテハケ/ヨ ヨナデ 橙色 5YR″ 6 涛苦繕色 7 5YR814 細かし＼金雲母混入

6号住居跡
土帥器/甕 完形 151/35/― /142/155 槙 斜め方向叩さ/ヨ コ ナナメハケ 浅貢橙色 10YR816 浅黄橙色 10YR816 荒ヤ＼ 1～3mn前 後の粒子

土師器/賢 日縁部 ―/― /― /― /― ヘラ暦き/ヨ コ・ナナメハケ 浅芸橙色 10YR8,3 浅黄lTa色 10YR8/3 網かt＼ 自雲母多量混入

土師器/養 ―/― /― /― /一 ヨコナデ/ヨ ヨナデ 浅黄橙色 7 5YR8/4 橙色 7 5YMお
き
加 ～3mm前後の粒子

土師器/甕 底部 ―/37/― /― /一 ヘラ磨さ/ナデ 浅黄橙色 10YR814 浅黄橙色 10YR8,3 ～3mm前後の粒子多量

土師器/甕 ―/30/― /― /― ナデ/ナデ にぶい禍色 75R613 にぶい橙色 5Ц 7/3 3mm前後のli子、自雲母混入

土師器/甕 ―/34/― /― /一 斜め方向叩き/ナデ 淡黄色 25Y7,3 浅黄橙色 10駅8,3 2mm前後の粒子

土師器/甕 ―/34/― /― /一 ヘラ磨き、タテハケ/ナデ 浅黄橙色 7 5YR8,6 浅黄橙色 7 5YR816 細かヤ＼自雲母多量混入

土師器/甕 ―/― /― /― /― ナデ/ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 10YR814 荒い、1～ 2nm前後の粒子

土師器/二重日縁豆 4//5 138/23/― /196/202 風化、ヘラ磨き/ヨ コ・ナナメハケ 浅黄橙色 75Ч肥,4 浅黄橙色 1011R8μ 荒t＼ 1～ 3mm前後の粒子

土師器/二重日縁こ 日縁部 ―/― /― /― /― 波状文/ヨ ヨナデ 橙色 5YR7,8 捲色 荒|＼ 1～ 2mm前後の粒子

土師器/壺 84/― /― /― /一 風 化 /ヨ コハ ケ 浅黄橙色 7 5YR814 浅黄橙色 7 5YR814 細力ヽ＼自雲母多量混入

土師器/壺 ―/― /― /136/― 風化/ヨ コハケ 橙色 5hR‐ 18 橙色 細かヤ＼白雲母多量混入

土師器/壼 底部 ―/10/― /― /― 風化/風化、ヨコハケ 浅黄橙色 75W鞘16 浅黄橙色 7 5YR816

土師器/コ ップ状 3/5 ―/51/― /― /― ヘラ磨き/ヨ コ・ナナメハケ にぶい憧色 7 5YR,4 にぶいセ色 5YR7,4 細かt＼ 白雲母混入

土師器/鉢 日iBi郡～底部 ―/26/― /187- ヨコ タテナデ/風化、ヨコナデ、ナデ 浅黄橙色 7 5YR8,4 橙色 5YR718 荒い、1～ 3mm前後の粒子

土師器/鉢 日縁郡～胴部 ―/― /― /― /一 風化/風化、ヨヨナデ 浅黄橙色 7 5YR814 橙色 5YRiイ 8 荒t＼ 1～ 3mm前後の粒子

上師器/高邦 不部 ―/― /― /― /― ヨヨナデ、ヨヨ ナナメハケ/ヘラ磨き 明黄褐色 10YR616 浅黄橙色 10YR8,6 細かヤ＼自雲母混入

土師器/高不 ―/― /― /― /一 ヨコハケ/風化 黄橙色 7 5YR7,8 橙色 5YR718 細かヤ＼自雲母 金雲母混入

土師器/高邦 ―/― /― /― /― 風化/風化 涛苦楷れ 7 5YR8“ 浅黄橙色 7 5YR8イ 6

7号住居跡
土師器/費 1/2 (243)/― /― /236/― 横 斜め方向叩き/ヨヨナデ、ナデ にぶいヒ色 7 5YR7,4 橙色 2 5YR7/8 と

川 ～4mmFl後の粒子77量

土師器/甕 底部 ―/33/― /― /― 横 斜め方向叩き/ヨ ヨナデ、ナデ にぶい桂色 7 5WR714 橙色 2 5ЧR718 ～4mm前後の粒子多量

土師器/甕 1/2 (212)/40/― /(184)/260 ヨヨナデ、横 縦方向RΠき/ヨ ヨナデ、ナデ にぶい桂色 7 5iR7,4 浅黄橙色 10Y瑚4 3mm前後の粒子

土師器/甕 完形 301/― /― /308/381 ヨヨナデ、斜め方向H「き/ヨ ヨナデ、ナデ 浅黄橙色 7 5YR816 浅黄橙色 7 5YR814 荒I＼ ～3mm前後の粒子

355 土師器/甕 日縁部～胴部 (220)/― /―イ(180)/ ヨヨナデ、横 縦方向叩き/ヨ コナデ、ナデ にぶい橙色 7 5YR714 橙色 2 5YR7,8 ～3mm前後の粒子多量

土師器/甕 胴部～底部 ―/19/― /― /― 斜め方向叩き/ナデ 明掲灰色 7 5YR7,2 にぶい粒色 75釈7,3 荒1 3mm前後の粒子多逗

土師器/登 底部 ―/35/― /― /― 斜め方向叩き/ナデ にぶい整色 10iR7,3 浅黄橙色 7 5YR8,3 荒ヽ＼ ～3mm前後の粒子

358 土師器/甕 ―/21/― /― /― ナデ/ナデ 浅黄橙色 75W肥イ4 掲灰色 7 5YR5/1
壱
加 ～2mm前後の粒子

土師器/童 日縁部 ―/― /― /― /― 横方向ハケロ/風化 橙色 25世 R6イ 8 橙色 25R6/8 き加 4mm前後v91i子

土師器/小型丸底豆 ―/― /― /― /一 ヨコナデ/ヨ コナデ 浅黄橙色 10YR8,4 浅黄橙色 10YR8μ 少し荒ヤ＼ lmm前後の粒子

上師器/小型丸底重 完形 87/35/― /― /97 風化、ヘラ磨さ/ヨ コハケ、ナデ 浅黄橙色 75R811 にぶい橙色 75YMμ 荒t＼ 1～ 2mm前後の粒子多量

土師器/鉢 完形 88/33/一 /― /545 風化/風化 橙色 5YR7,8 橙色 5R618

上師器/高邦 lTN部～脚部 172/― /― /― /一 ヘラ塘き、タテハケ/ヨヨナデ、ヘラ磨き 橙色 75Y7,6 橙色 75Y7お 細かヤ＼自雲母混入

土師器/高邪 rTN部 115/― /― /― /― 風化/風化 浅黄橙色 75W肥14 浅黄橙色 7 5YR814 少し荒t＼  l mnl前 後の粒子

土師器/高郷 ―/― /― /― /一 風化/風化 浅黄橙色 75釈 8イ 6 にぶい桂色 7 5YR714 4田かt＼ 自雲母多量混入

土師器/高郷 ―/― /― /― /― 風化/風化 橙色 5YR718 橙色 5YR7イ 8 細力ヽ )

土師器/高 14・ 脚部 ―/― /134/― /― ヘラ磨き/ヘラ磨き、ヨコハケ 橙色 5釈7/6 明黄掲色 10駅 7,6 細力■＼自雲母多量混入

土師器/高郷 ―/― /― /― /― ヘラ磨き/ヨ ヨナデ 淡黄色 5YR8/6 淡黄色 5Ч肥 16 細かし＼自雲母混入

土師器/高 llN ―/― /― /― /― ヘラ磨き/ヨ コハケ、ヘラ磨さ 5YR514 にぶい糧色 7 5YR‐ 14 細かヤ＼自雲母多量混入

須恵器/甕 IΠ部 叩き//H「 き 暗灰色 黄灰色 25Y5/1 細かt＼ 白要母混入

8号住居跡
土HW器 /弩 完形 134/33/― /― /143 ヨコ ナナメハケ/ヨ ヨ ナナメハケ 浅貢橙色 7 5YR8,3 浅黄橙色 75W肥 ,3 きれ ～3mm前 後の粒子

土師器/甕 胴部～底部 ―/― /― /― /― 風化/ナデ 浅黄橙色 75釈 8,6 にぶい黄七色 10YRi″ 3mm前後の粒子

土師器/甕 ―/(105)/― /― /― 横方向叩き、ナデ/風化 灰白色 10WR812 橙色 2 5YR7/6
士
川 ～3mm前後の粒子

土師器/甕 底部 ―/42/― /― /― ナデ/ナナメハケ、ナデ にぶい笠色 7 5YR714 にぶい責整色 10駅713 ～3mm前後の粒子

土師器/高イ Hll部 ―/― /― /― /― ヘラ磨き/ナデ 橙色 5釈7,6 浅黄橙色 7 5YR814 細力北＼自雲母混入

土師器/高郷 ―/― /― /― /一 ヘラ磨き/ナデ 浅貢笹色 7 5YR814 浅黄橙色 7 5YR814 細か|＼ 白雲母混入

土師器/高 lIN ―/― /― /― /一 ヨコナデ/ヨ ヨナデ 浅黄橙色 101R8,3 浅黄橙色 10YR813 少し荒i＼ lmm前後の粒子

須恵器/餐 ―/― /― /― /― 叩 き/同 心 円状 当て 具痕 灰色 灰色 組かt＼ 白粒子混入
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石 器

No 出土地点 出土遺構 器  種 石   材 最大長 (cm) 最大幅 (cm) 最大厚 (cm) 備  考

第10地点 5号集石 石 鏃 黒曜石 145 03

敲 石 砂  岩 9 88 51

″ 敲 石 87 82 37

融  石 尾鈴山酸成岩 84 85 47

融  石 84 75 46

第11地点 敲  石 砂 岩 91 76 44

第17地点 石 錘 頁 岩 79 57

石  鏃 緑色頁岩 205 025 磨製石鏃

石 鏃 17 02 磨製石鏃

第14地点 石 鏃 チャート 14 13 025

石  鏃 〃 18 15 04

敲 石 尾鈴山酸成岩 106 83 4

敲  石 10 86 64

敲 石 砂 岩 108

第69地点 敲 石 尾鈴山酸成岩 9 41

〃 敵 石 砂  岩 102 72 4

石  鏃 チャート 18 14

石  鏃 13 025

″ 石 鏃 14 11 0.25

石  鏃 黒曜石 13 1

2号土墳墓 石  鏃 緑色頁岩 2,7 215 ハ
Ｖ

第81地点 5号住居跡 磨製石包丁 頁 岩 61 31 04

砥 石 砂 岩 234 124

6号住居跡 打製石包丁 頁 岩 6 44 13

7号住居跡 紡錘車 砂  岩 56 12
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第V章 ま

縄文時代の遺構 。遺物について

今回の調査で、最古の時期のものとして、第10。 11。 14・ 65。 69地点から集石遺構や焼礫群、そし

て縄文土器等を検出した。これまでには、新立遺跡をはじめ西都原地区遺跡 (1号支線道路
。2号小

道路 。23号支線道路・E区)からも同様の遺構や遺物を検出している。

集石遺構は、いずれも拳大の礫を0.62～ 1.62mの範囲に集積させているが、掘込みを有するものと

有しないもの、さらに、掘込みを有するものは底面に配石を有するものと有しないものに分類される。

なお、配石には花弁状のものが含まれる。この集石遺構の使用目的は、形態や礫が焼けて赤く変色し

ていること、炭化物が検出されることから、調理用の石蒸炉と考えられ、焼礫は礫の散乱状況から廃

棄礫と思われる。

これらの遺構からは、あまり共伴して遺物が出上していないが、周辺からは土器や石器が出上して

いる。第10。 11地点からは押型文土器と無文土器、第14・ 69地点からは貝殻条痕文系土器と無文土器

が出上しているが、特に押型文土器が主体を成して出土しているのは西都原台地では極めて珍しい。

その他、第14,69地点をはじめ新立遺跡・西都原地区遺跡 (1号支線道路
。2号小道路 。23号支線道

路・E区)等いずれも貝殻条痕文系土器が主体を成して出上している。

押型文土器は、山形押型文と楕円押型文、そして、わずかに格子日の押型文が含まれている。形式

に当てはめると施文が細かく丁寧で、原体条痕を使用しているものが田村式、大まかで雑なものがヤ

トコロ式に相当するものと思われる。これらは押型文土器でも比較的新しいもので、早期でも中葉か

ら後葉に位置づけされている。

一方、貝殻条痕文系土器は文様や施文方法等が前平式上器や吉田式上器に類似しているのが出上し

ており、今回の調査ではないが、新立遺跡からは吉田式上器の特徴であるクサビ形突帯を有するもの

も出上している。この前平式や吉田式上器は早期でも前葉に位置づけされているもので、いずれにし

ても、本地域は他地域との交流や影響を受けながら、生活の適地として営まれていたことが窺える。

また、今回の調査で、縄文時代晩期頃の住居跡を検出することができた。第69地点から検出した円

形プランの住居跡であるが、共伴遺物の特徴から縄文晩期と判断した。いずれにしても、わずかに 1

軒のみの検出であるが、西都原では初めての検出例であり、時代の空白を埋めることのできる貴重な

資料となつた。

弥生時代の遺構 。遺物について

弥生時代の遺構としては、竪穴式住居跡と土墳墓等を検出している。中でも、竪穴式住居跡は8地

点で9軒検出している。

これら各住居跡からは多くの遺物が出上しているが、そのほとんどが上器で、器種としては甕が主

体を成し、その他壺や高郵・鉢・器台等が含まれている。この中で、甕を形態で大まかに分類すると、

口縁部が逆 「L」 字状を呈し胴部に突帯を有しているもの、口縁部が「く」字状を呈し突帯を有する

ものと有しないもの、口縁部が直線的で刻目突帯を有しているものに分かれる。さらに、口縁部が

「く」字状を呈し突帯を有するものは、その突帯に刻目を有しているものと有しないものに分かれる。

この中で、口縁部が直線的で刻目突帯を有しているものはいわゆる下城式系の甕で、口縁部が逆
「L」

と
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字状で突帯を有する甕と鋤先状口縁で胴部に突帯を有する壺と共伴関係にある場合が多く、西都市の

これまでの調査でも2号小道路 (西都原地区遺跡)等からかなりの量が出上している。
壷は量的には少ないものの、口縁部が特徴的で、鋤先状を呈しているもの、長 く内湾しながら延び

ているもの、「く」字状を呈しているもの、二重口縁を呈しているものに分類できる。この中で、第

65地点から出上している鋸歯状の沈線が施された鋤先状口縁の壼 (164)と 凹線が施された壺 (163)

のセットは新田原遺跡 4号住居跡 (新富町)か ら出土している。ちなみに、新田原遺跡は弥生中期末
から後期初頭に位置づけられているが、第65地点の住居跡は後期に比定される。その他、形態的に胴

部上ゃ最大幅部分に突帯を有しているものや、円形浮文を有しているものも含まれているが、これは

鋤先状口縁壼の胴部と思われる。

一方、これらとは別に特徴的なものも存在している。第39地点の123は壺としたが胴部以下が出土

しておらず、断定できない。同じ壼で八幡上遺跡10号住居跡 (新富町)か ら出上しているものは、口

縁部は破損しているが、胴上部に同じような施文具で文様が描かれている。いずれにしても、見た目

ではかなり異様であり、特別な場合のみ使用されたのかもしれない。また、第65地点の166。 167は鉢

の底部であるが、底面積が広 く、方形状に立ち上がってぃる。器厚が薄く、丁寧なヨコハケ調整が施

されている。これまでに見られないタイプのものである。そして、第60地点の147は器台であるが、

銀代ケ迫遺跡 (新富町)、 下那珂遺跡 (佐土原町)等から出土しているが、形態的には銀代ケ迫遺跡
の方に近く、下那珂遺跡のようには直径が広 く、底部及び口縁部は広がらない。しかし、円孔を有し

ている点では下那珂遺跡の器台ではないが、高lTNの施文方法と同じである。

このように、全 く同じものはないが、他地域との類似点もかなり有している。さらに、今回の出土

遺物の中には外来系の影響を受けているものもあり、他地域とも交流し、影響を受けながら在地型の

上器として変化していったものと思われる。

これらの遺物については、形態の特徴や共伴関係等を、編年の指標としてきた石川悦雄氏の 「宮崎

平野における弥生土器編年試案」を基に、これまで検出してきた同遺跡の遺物とも照らし合わせなが

ら各住居跡の時期比定を行った。

プラン的には方形あるいは長方形で、規模的には長軸が4.5mから6.Om前後のものがほとんどで、

中には3.36m(第62地点)の ものや7.50m(第 74地点)と かなり大きなものもある。また、内側に向
かつて突出壁 (第24・ 65地点)や外側に張出し (第65・

“

地点)を有しているものある。これらは間

仕切 り住居と呼ばれている範囲に含まれるものであるが、西都原台地の東方、一ッ瀬川を隔てた対岸

の台地上の緑ケ丘遺跡 (西都市)、 新田原遺跡、八幡上遺跡等からは花弁状の間仕切り住居 (花弁状

間仕切 り住居)力耳検出されている。西都原では検出されていないことから、その影響を受けていない

のか、まだ検出できないのかわからないが興味ある問題である。

また、これら住居跡は単独で遺存している例が多く、まとまって検出しているのは第65地点の 3軒

のみで、遺構密度としてはかなり低いと考えられる。それが、弥生時代終末から古墳時代初頭にはま

とまって検出されるようになり、規模も長軸が7.Omを超える大きな住居跡が確認できるようになる。

この頃からかなりの人が流入し、生活が豊かになってきたことを示しているものと思われる。

第81地点の住居跡群について

第81地点の北側に隣接して道路が東西に延びている。この道路はすでに調査され整備は完了してい

るが、その際に拡幅された部分だけであったが330だの範囲内に21軒 もの住居跡を検出した。単独で
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遺存しているものは少なく、 3～ 6軒が重複していた。また、北側畑地一帯でも耕した後に黒い方形

のプランをいくつも確認できる。この地点の南西約10mにあたる畑地が第81地点であるが、この畑地

の半分から南側では竪察式住居跡を全く確認することができなかった。つまり、北側はどこまで範囲

が広がつているのかはつきりしないが、第81地点は本地域一帯に想定される大集落跡の南西端に当た

るではないかと推定される。

この第81号地点からは、 9軒の竪穴式住居跡を検出した。この中で、 6号～ 8号住居跡は重複して

おり、まず、その相互関係の把握に努めた。掘削前の切 り合い関係では、 6号住居跡が一番古く、次

に8号住居跡、そして 7号住居跡であることが見て取れた。それは、土層からも同じような状況が確

認できることから、相互関係は間違いないと思われる。よつて、 6号→ 8号→ 7号 という相互関係が

成 り立つ。それぞれの住居跡から出上した土器を見てみると、 6号住居跡からは小片ではあるが甕、

そして、二重口縁壺や大きく外反した口縁部を持つ壷、また、算盤球のように胴部が膨らんだ壺等が

出上している。その他、コップ状のものや口縁部が 「く」字状に開いた鉢等も出上している。 7号住

居跡は、甕が多く出上しており、口縁部が 「く」字状に外反するものと、その外反度が少ないものと

に分類される。さらに、口縁部が 「く」字状に外反する甕は、胴上部に最大幅をもつものと胴部中央

に最大幅をもつものに細分される。器形的にはスマートで、均整のとれた甕が含まれている。その他、

高邪や小型丸底壺等が出上している。 8号住居跡は量的には少なく、甕や高台付の鉢等が出上してい

る。以上がそれぞれの住居跡から出上したものであるが、比較できる器種に乏しく、前後関係を把握

することは厳しい。そこで、それぞれを他地域の上器と比較すると、6号住居跡が古墳時代前期前半、

7号住居跡が前期後半、 8号住居跡が前期後半前葉と推定される。

その他の住居跡について、土器の形態や構成等を考慮して推察すると、 1号住居跡が古墳時代前期

前半、 2号 。3号住居跡が中期前半、 4号住居跡が 8世紀前半、 5号住居跡が中期前半のものと推定

さ〃しる。

これらの遺構・遺物を27号支線道路と比較してみると、 3号住居跡を除いて全体的に上器形態は酷

似しているものが多い。近接しており、同じ集落内に位置する関係にあるからと思われる。この27支

線道路の住居跡群は、古墳時代前期前半から前期後半に比定しており、比較的短い期間営まれた集落

であると判断した。

その他、第81地点に類似する土器を出土する遺跡に西都原では新立遺跡・周辺地域では八幡上遺

跡・銀代ケ迫遺跡等がある。

新立遺跡から出上した上器を比較すると、甕は類似しているものも含まれるが、全体的に外反度合

が大きく、壺も直口した口縁部のものはほとんど見られない。また、壷の胴部も球状のものよりも弾

丸状のものが多い。その他、小型丸底壺でも新立遺跡のものは、口縁部が大きく開く古いタイプのも

のが含まれているなど、若干の上器形態の相違が見受けられる。時期的には弥生時代終末から古墳時

代初頭に位置づけている。

また、形態的には八幡上遺跡 1号・3号住居跡、銀代ケ迫遺跡 1号住居跡から出上している甕や壷

等が類似している。時期的には4世紀後半から5世紀前半に比定されている。

このようなことを踏まえながら考察すると、本地点の住居跡群は新立遺跡の新しい時期から八幡上

遺跡・銀代ケ迫遺跡と同時期、つまり、古墳時代初頭から中期前半を中心に営まれた集落跡であると

思われる。

最後に、本地点を含め弥生時代終末から古墳時代前半頃には遺構密度が全体的に非常に高くなつて
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いる。この頃になるとかなりの人たちが流入し大集落が形成され、生活環境が変化したと同時に繁栄

したことがこのことからも理解できる。

掘立柱建物跡について

今回の調査で、第26・ 52・ 72地点の3箇所から検出している。特に第26地点からは9軒もの掘立柱

建物跡を検出している。残念なのは、柱穴から遺物がほとんど出土しておらず、建物自体は重複して

いるのに時期及び相互関係を確実に特定できないことである。その他の柱穴や遺構等から判断すると

16世紀頃のものと推定される。遺物としては、青磁盤や白磁椀などをはじめとする輸入陶磁器が出土

している。さらに、吉祥字の入った染付皿等も出土しているが、青磁盤を含め市内の穂北城跡から出

上したものと類似している。穂北城跡は、中世期に日向一円を支配した伊東氏 (本城は都於郡城)の

支城であり、この時期は都於郡10代城主伊東三位入道義祐の全盛期に相当する時代で、特に南方貿易

に尽力した結果、貴重な中国陶磁器が流入したと推察されており、このような観点・関連性からも注

目される。

このように、各時代に応じて影響を受けながら様々な様相を呈し、文化をもつ西都原、今回の調査

によって少しずつ解明されてはきているものの、まだまだ未解明で謎の部分が多いのが現状であり、

これからも、さらに検討を加え、解明していかなければならないと思われる。
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図版 1
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図版 2

3.ト レンチ内調査状況 (第 1地点 )
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5。 第 8地点住居跡内遺物出土状況 6.第 8地点住居跡検出状況

9.第 17地点住居跡検出状況

トレンチ内調査状況 (第 14地点)

10.第24地点住居跡検出状況



図版 3
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H 第 10。 11地点遠景 (東 より)

12.第 10地点 2号集石遺構検出状況 13.第 10地点 2号集石遺構検出状況

14.第 10地点 4号集石遺構検出状況 15 第 10地点 4号集石遺構底面配石検出状況



図版 4

16.第 10地点 5号集石遺構検出状況 17.第 10地点 5号集石遺構底面配石検出
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18,第 10地点 6号集石遺構検出状況 19 第 10地点 6号集石遺構底面配石検出

21.第 11地点 3号集石遺構検出状況20.第 H地点 1号集石遺構検出状況

22.第 14地点焼礫群検出状況 23 第 14地点消失円墳周清検出状況



図版 5

第 14地点消失円墳周濤内破砕甕出土状況 25,第 26地点 1～ 4号掘立柱建物閉検出状況

第26地点遺構分布状況 (真上より)

27 第26地点 5,6号 掘立柱建物跡検出状況 28.第26地点 1号土墳墓検出状況



図版 6

29,ト レンチ内調査状況 (第 38地点 ) 30.サブトレンチ内調査状況 (第38地点 )

31.第 31地点住居跡検出状況 32.第51地点住居跡内遺物出土状況

33.第 51地点住居跡検出状況 34.第 52地点土墳墓検出状況

35,第52地点土墳墓内遺物出土状況 86.第 53地点掘立柱建物跡検出状況



図版 7

37.第 60地点住居跡検出状況 38 第62地点住居跡検出状況

39,第65地点 1号集石遺構検出状況 40.第 65地点 2号集石遺構検出状況

41.第 65地点 3号集石遺構検出状況 42 第65地点 4号集石遺構検出状況

43.第 65地点 5号集石遺構検出状況 44.第 65地点 6号集石遺構検出状況



図版 8

第65地点遠景

46.第 65地点遺構分布状況 (真上より)



図版 9

47.第 69地点 1号集石遺構検出状況 48.第 69地点 2号集石遺構検出状況

49,第69地点 2号集石遺構底面検出状況 50.第 69地点 1号土墳検出状況
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51.第 69地点遺構分布状況 (真上より)



図版10

52.第 69地点 1号住居跡検出状況 58 第69地点 2号住居閉検出状況

54.第 74地点掘立柱建物跡検出状況 55。 第74地点住居跡検出状況

57.第 81地点 1号住居跡検出状況

58.第 81地点 2号住居跡検出状況 59,第 81地点 3・ 4号住居跡検出状況



図版 11

60.第81地点 3号住居跡カマ ド検出状況 61.第 81地点 5号住居跡検出状況

62.第81地点6～ 8号住居跡検出状況① 63.第81地点6～ 8号住居跡検出状況②

64.6号住居勁遺物出土状況
65,7号住居跡遺物出土状況① 7号住居跡遺物出土状況②

67.7号住居跡遺物出土状況③ 68.第81地点遺構検出状況
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